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今
、
我
が
国
の
現
状
は
、

財
政
健
全
化
に
向
け
様
々
な

制
度
改
革
が
推
し
進
め
ら
れ

地
方
交
付
税
の
削
減
は
も
と

よ
り
、
補
助
金
、
交
付
金
の

削
減
、
保
険
制
度
の
改
正
に

伴
う
一
部
自
己
負
担
の
増
額
、

更
に
医
療
制
度
改
革
に
よ
る

診
療
報
酬
の
引
下
げ
等
、
急

激
に
進
め
ら
れ
る
改
革
は

元
々
課
税
客
体
に
乏
し
い
地

方
の
小
規
模
自
治
体
に
と
っ

て
、
住
民
の
健
康
を
守
る
医

療
機
関
の
存
続
も
危
ぶ
ま
れ

る
状
況
で
あ
り
、
都
市
と
地

方
の
格
差
が
更
に
拡
大
し
、

国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
は
お

ろ
か
地
方
の
崩
壊
を
危
惧
せ

ざ
る
を
得
な
い
現
状
で
あ
り

ま
す
。

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
り

ま
す
農
業
に
お
き
ま
し
て
は
、

昨
年
、
少
雪
と
夏
季
の
雨
不

足
で
出
来
秋
が
心
配
さ
れ
た

町政の新たな道へ

住
民
と
の
対
話
と
協
働
に
よ
る

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

執行
方針

平成20年第１回定例会が３月11日に開会され、西田町長が町政執行方針
を力強く述べました。
今月は町の将来を見据えた執行方針の主な内容、また先行きが見えない

財政状況の中で住民生活に必要な施策を盛り込んだ20年度予算の概要と主
な事業についてお知らせします。

Challenging

year 2008

町執行方針
2008

沼田町長　西田　篤正

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
個

人
差
は
あ
っ
た
も
の
の
、
作

況
指
数
一
〇
四
と
い
う
出
来

秋
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
、

農
家
の
方
々
や
農
業
関
係
機

関
の
皆
様
方
の
ご
努
力
に
感

謝
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
今
、
市
場
で
は
北

海
道
米
の
人
気
が
高
い
と
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ

が
農
業
所
得
に
結
び
つ
い
て

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま

す
。

Atsumasa Nishida
Mayor
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稲
作
を
基
幹
と
し
た
本
町

の
農
業
は
、
地
域
挙
げ
て
良

品
質
米
生
産
に
取
り
組
み
、

全
道
有
数
の
良
品
質
米
生
産

地
と
さ
れ
る
ま
で
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
優
れ
た
稲
作
を

中
心
と
す
る
地
域
で
安
定
し

た
農
業
の
経
営
で
き
る
制
度

の
確
立
に
向
け
、
関
係
機
関

と
共
に
強
力
に
要
請
し
て
ま

い
り
ま
す
。

今
年
七
月
、
北
海
道
洞
爺

湖
で
行
わ
れ
る
サ
ミ
ッ
ト
で

地
球
温
暖
化
防
止
に
主
要
各

国
が
参
加
し
て
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
に
向
け
た
国
際
会

議
が
開
か
れ
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
厄
介
者
の
雪
を
逆
手
に

取
り
、
平
成
十
一
年
か
ら
幾

多
の
実
証
実
験
を
重
ね
利
雪

技
術
開
発
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
本
町
の
取
り
組
み
は
、

温
室
効
果
ガ
ス
（
二
酸
化
炭

素
）
の
排
出
が
極
め
て
少
な

く
、
地
球
環
境
に
優
し
い
冷

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目

を
浴
び
て
お
り
ま
す
。

昨
年
、
国
費
で
完
成
い
た

し
ま
し
た
雪
山
セ
ン
タ
ー
は
、

冷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
源

と
し
て
、
今
年
、
供
用
が
開

始
さ
れ
ま
す
が
、
農
業
を
中

心
に
各
方
面
へ
の
利
活
用
を

積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

本
町
の
財
政
状
況
は
、
実

質
単
年
度
収
支
で
黒
字
決
算

を
続
け
て
お
り
、
健
全
な
姿

で
推
移
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
と
も
地
方
交
付
税
等
、

一
般
財
源
の
増
加
が
見
込
め

な
い
状
況
に
あ
り
、
更
に
行

財
政
の
改
革
を
推
進
し
、
実

効
性
の
あ
る
効
率
的
な
行
財

政
の
運
営
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

多
様
化
す
る
行
政
需
要
に

的
確
に
対
応
で
き
る
行
政
組

織
の
構
築
と
職
員
の
資
質
向

上
を
図
り
、
住
民
の
皆
様
と

共
に
対
話
と
協
調
を
重
ね
な

が
ら
再
生
す
る
沼
田
町
を
目

指
し
更
に
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

地
方
財
政
に
お
け
る
一
般

財
源
総
額
は
、
平
成
十
五
年

度
以
来
の
増
額
確
保
と
は
な

っ
た
も
の
の
、
交
付
税
特
別

会
計
借
入
金
の
償
還
を
後
年

度
に
繰
り
延
べ
る
な
ど
、
安

定
的
な
財
源
確
保
に
不
安
を

残
し
た
結
果
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
必
要
と
さ

れ
る
事
業
財
源
の
確
保
も
視

野
に
置
き
、
住
民
生
活
の
維

持
向
上
に
関
わ
る
予
算
の
確

保
を
最
優
先
と
し
て
、
基
幹

産
業
、
商
工
業
等
の
支
援
策

や
町
内
経
済
の
活
性
化
に
資

す
る
予
算
の
確
保
な
ど
持
て

る
力
を
最
大
限
発
揮
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

以
下
、
各
予
算
を
通
じ
て

各
般
の
項
目
と
そ
の
概
要
を

申
し
上
げ
ま
す
。

町執行方針
2008

いよいよ開始する

雪の供給

平成20年度

町制執行方針



住
民
参
加
で
進
め
る

ま
ち
づ
く
り
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住
民
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
懇
談
会
」
か
ら
提
言

さ
れ
た
行
動
計
画
を
基
に
、

自
治
振
興
協
議
会
や
各
種
団

体
と
連
携
し
、
既
に
実
施
さ

れ
て
い
る
「
グ
リ
ー
ン
ル
ー

ラ
ル
ぬ
ま
た
21
」
や
「
ク
リ

ー
ン
沼
田
空
き
缶
拾
い
」
な

ど
の
事
業
の
充
実
を
図
り
、

「
は
ば
た
く
沼
田
っ
子
事
業
」

昨年、町制施行60周年を迎えた沼田

町。先人の強靭な心と身体と開拓心

をもって幾多の苦難を乗り越え今日

の礎を築かれた…。

今、過疎化が進む中で沼田町を取り

巻く環境は決して容易なものではな

く、明日に向かって克服しなければ

ならない課題は数多くあります。

果敢に立ち向かう
一歩前へ踏み出す強い

決意
Intention

な
ど
の
「
地
域
活
性
化
事
業
」

を
新
規
に
行
う
こ
と
で
住
民

参
加
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
整
備

緑
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
、
新
築
に
向

け
建
設
実
施
設
計
費
を
本
年

度
計
上
し
、
規
模
を
含
め
、

地
区
住
民
と
の
話
し
合
い
を

進
め
ま
す
。

東
予
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
改
修
に
つ
い
て
、

外
壁
の
改
修
が
必
要
の
た
め
、

経
費
の
所
要
額
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

■
職
員
の
資
質
の
向
上

自
主
自
立
に
向
け
、「
我
が

町
再
生
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

退
職
者
の
不
補
充
に
よ
る
職

員
数
の
適
正
化
や
経
費
の
削

減
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
町
職
員
の
研
修
の

充
実
を
図
り
、
資
質
の
向
上

を
目
指
し
、
少
数
精
鋭
の
体

制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

明
日
に
生
き
る農

業
の
振
興

経
営
安
定
対
策
と
し
て
従

来
の
「
土
づ
く
り
事
業
」
に

堆
肥
散
布
機
助
成
を
加
え
る

他
、
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
や

経
営
の
高
度
化
、
効
率
化
を

目
指
し
た
「
新
時
代
農
業
経

営
高
度
化
支
援
事
業
」（
従
来

の
「
二
十
一
世
紀
ふ
る
さ
と

業
生
産
組
織
育
成
支
援
事
業
」

活
性
化
支
援
事
業
」
か
ら
農

分
離
改
変
）
、
「
農
（
継
続
）
、

ま
た
、
近
年
多
発
し
て
い
る

鹿
等
に
よ
る
被
害
防
止
に
向

け
た
「
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策

事
業
」
を
新
た
に
実
施
し
ま

す
。

■
平
成
二
十
年
度
の
独
自
農
業
支
援
対
策



政策
決定
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■
国
営
農
地
再
編
整
備
事

業
（
地
区
調
査
）

こ
れ
ま
で
の
間
農
業
者

個
々
及
び
各
農
事
単
位
に
お

い
て
種
々
検
討
し
て
き
ま
し

た
が
、
事
業
の
採
択
要
件
や

農
家
経
営
の
状
況
、
現
在
及

び
今
後
の
農
業
情
勢
等
を
総

合
的
に
検
討
さ
れ
た
結
果
、

当
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
は

見
送
る
べ
き
と
の
結
論
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を

受
け
、
町
と
し
て
も
関
係
団

体
等
と
協
議
を
行
っ
た
結
果
、

事
情
止
む
無
し
と
の
判
断
に

立
ち
、
過
日
そ
の
旨
を
国
に

伝
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
圃
場
の
大

型
化
に
よ
る
生
産
効
率
の
向
上

や
老
朽
化
し
た
用
排
水
施
設
の

整
備
に
つ
い
て
は
多
く
の
農
業

者
が
そ
の
必
要
性
を
感
じ
て
お

り
、
今
後
は
農
業
者
の
意
向
を

踏
ま
え
な
が
ら
適
正
な
基
盤
整

備
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
関
係
機

関
、
団
体
と
も
実
施
方
策
に
つ

い
て
の
検
討
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

■
就
農
支
援
実
習
農
場

牛
の
飼
養
と
シ
イ
タ
ケ
栽

培
を
中
心
に
し
た
運
営
を
考

え
て
い
ま
す
が
、
夏
季
間
に

お
い
て
は
実
習
生
の
人
数
等

も
考
慮
し
な
が
ら
場
内
圃
場

に
お
い
て
ト
マ
ト
や
南
瓜
等

の
栽
培
も
行
な
う
予
定
で
す
。

ま
た
、
農
業
後
継
者
や
新

規
就
農
希
望
者
等
の
研
修
の

場
と
し
て
活
用
い
た
だ
く
よ

う
、
広
く
周
知
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

■
担
い
手
の
確
保
対
策

農
業
後
継
者
の
配
偶
者
対

策
と
し
て
新
規
に
「
ア
グ
リ

パ
ー
ト
ナ
ー
対
策
事
業
」
を

実
施
す
る
他
、
昨
年
開
講
い

た
し
ま
し
た
「
沼
田
農
業
元

気
塾
」
を
継
続
し
ま
す
。

■
農
地
の
流
動
化
対
策

三
期
目
の
対
策
と
し
て
昨

年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
農

地
保
有
合
理
化
支
援
事
業
」

等
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

■
米
バ
ラ
施
設
の
老
朽
化

平
成
八
年
度
の
稼
動
か
ら

十
二
年
目
を
迎
え
る
米
穀
低

温
貯
留
乾
燥
調
製
施
設
に
つ

い
て
は
設
備
の
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と
と
、
販
売
に

際
し
て
の
異
物
異
品
種
混
入
、

生
産
流
通
履
歴
対
応
や
着
色

粒
に
対
す
る
品
質
基
準
が
厳

し
く
な
っ
て
来
て
い
る
状
況

を
踏
ま
え
、
設
備
（
籾
摺
り

機
、
色
彩
選
別
機
、
電
力
設

備
）
の
更
新
及
び
能
力
増
強

を
図
り
た
く
、
そ
の
た
め
の

経
費
と
し
て
約
二
億
四
千
七

百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

■
五
カ
山
牧
場

先
頃
開
催
さ
れ
た
「
名
人

会
肉
用
牛
枝
肉
研
究
会
」
で

当
牧
場
の
生
産
牛
が
最
優
秀

賞
を
受
賞
す
る
な
ど
肥
育
技

術
も
徐
々
に
向
上
し
、
販
売

価
格
も
高
値
で
推
移
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
と
も
更
に
研

鑽
を
重
ね
つ
つ
、
経
費
の
削

減
も
図
り
な
が
ら
経
営
の
健

全
化
を
目
指
し
、
ま
た
、
課

題
と
な
っ
て
い
る
実
習
農
場

と
の
一
体
経
営
に
つ
い
て
更

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
平
成
十
九
年
度
に

予
算
化
し
ま
し
た
「
育
成
牛

導
入
支
援
事
業
」
に
つ
い
て

は
残
念
な
が
ら
応
募
が
有
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
希

望
が
あ
っ
た
際
に
は
「
新
時

代
農
業
経
営
高
度
化
支
援
事

業
」
に
て
対
応
し
ま
す
。

「誰のために」

「何を」

「どのように」

基本
概念

平成20年度

町制執行方針
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活
力
に
満
ち
た

商
工
業
と
観
光
の
振
興

近
年
の
商
工
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
燃
料
価
格
の
高

騰
、
多
様
化
す
る
消
費
者
の

ニ
ー
ズ
、
価
格
競
争
の
激
化

及
び
近
隣
の
大
型
店
へ
の
消

費
の
流
出
等
、
地
元
商
工
業

者
に
極
め
て
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
輸
入
食
品
や
偽
装

食
料
品
が
マ
ス
コ
ミ
等
で
大

き
く
取
上
げ
ら
れ
る
と
と
も

に
、「
食
」
に
対
す
る
信
頼
が

大
き
く
損
な
わ
れ
、「
食
の
安

全
」
に
対
す
る
消
費
者
意
識

の
高
ま
り
の
な
か
で
、
安

心
・
安
全
な
地
場
食
材
の
提

供
を
農
業
生
産
者
と
商
工
業

者
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

販
路
の
拡
大
に
取
り
組
め
る

よ
う
「
ふ
る
さ
と
市
場
」
等

の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
最
大

限
の
支
援
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

併
せ
て
、
商
工
業
者
自
ら

の
経
営
努
力
に
期
待
し
つ
つ
、

当
面
、
商
工
業
に
対
す
る
支

援
対
策
と
し
て
「
ふ
る
さ
と

ク
ー
ポ
ン
券
」
の
発
行
を
継

続
し
、
地
元
消
費
の
拡
大
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

■
駅
前
再
開
発
事
業

商
工
会
及
び
Ｔ
Ｍ
Ｏ
で
検

討
さ
れ
た
意
見
を
十
分
踏
ま

え
、
商
工
業
者
、
農
業
者
及

び
住
民
の
皆
さ
ん
が
多
岐
に

わ
た
っ
て
活
用
さ
れ
る
も
の

で
、
か
つ
、
利
便
性
の
高
い

イ
ベ
ン
ト
広
場
の
機
能
を
兼

ね
備
え
た
多
目
的
広
場
を
整

備
し
て
い
き
ま
す
。

■
企
業
誘
致

庁
内
に
組
織
し
た
企
業
誘

致
推
進
本
部
を
中
心
に
企
業

情
報
の
共
有
化
を
図
り
、
効

果
的
で
継
続
的
な
誘
致
活
動

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

併
せ
て
、
中
小
企
業
基
盤

整
備
機
構
が
実
施
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
工
業
団
地
の
売

却
価
格
を
引
き
下
げ
る
「
企

業
立
地
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

と
連
携
し
て
道
内
外
の
企
業

に
対
す
る
意
向
調
査
や
各
方

面
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
し

た
企
業
訪
問
活
動
を
積
極
的

に
展
開
し
て
新
規
誘
致
の
実

現
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
雪
山
セ
ン
タ
ー

今
年
度
か
ら
本
格
的
に
供

用
を
開
始
し
ま
す
が
、
供
用

に
先
立
っ
て
雪
の
搬
入
を
行

う
と
と
も
に
関
連
条
例
を
提

出
し
、
更
に
新
た
な
雪
冷
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
拡
大
に

つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

■
移
住
・
定
住
促
進
対
策

昨
年
、
北
海
道
が
地
域
と

連
携
し
、
重
点
的
に
支
援
す

る
「
移
住
・
定
住
パ
ー
ト
ナ

ー
エ
リ
ア
」
と
し
て
、
小

平
・
幌
加
内
・
沼
田
三
町
広

域
連
携
協
議
会
が
指
定
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
今
後
は
道
の

支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

三
町
広
域
連
携
協
議
会
の
事

業
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

立
上
げ
、
首
都
圏
で
の
Ｐ
Ｒ

及
び
「
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
体

験
」
等
の
事
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

併
せ
て
、
空
き
地
、
空
き

家
が
目
立
つ
融
雪
溝
沿
線
の

対
策
と
し
て
、
町
が
空
き
地

を
取
得
し
、
安
価
で
良
好
な

注
文
住
宅
を
企
画
・
販
売
し
、

民
間
資
金
を
活
用
し
、
今
後

本
格
化
す
る
団
塊
世
代
の
退

職
者
の
移
住
を
促
進
す
る
た

め
、
「
菜
園
付
き
賃
貸
住
宅
」

の
提
供
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

■
農
産
加
工
場

委
託
加
工
や
製
品
販
売
高
の

減
少
か
ら
総
売
上
高
の
現
状
維

持
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
他
、

生
産
施
設
の
老
朽
化
、
ト
マ
ト

生
産
量
の
減
少
等
、
課
題
山
積

の
状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
後
は

ト
マ
ト
や
シ
イ
タ
ケ
、
そ
の
他

産
品
等
を
使
っ
た
新
た
な
製
品

開
発
や
営
業
活
動
の
強
化
を
図

る
一
方
で
、
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス

を
始
め
と
す
る
各
種
製
品
の
高

付
加
価
値
化
（
缶
か
ら
瓶
へ
の

移
行
、
原
料
ト
マ
ト
の
品
種
選

定
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
見
直
し
等
）

と
そ
れ
に
伴
っ
て
の
製
品
販
売

単
価
の
改
定
、
建
物
や
設
備
等

生
産
施
設
の
整
備
等
に
関
し
て

の
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。

６

平成20年度

町制執行方針



町執行方針
2008

ま
た
、
町
外
か
ら
移
住
し
、

本
町
で
起
業
・
創
業
を
志
す

起
業
家
を
誘
導
す
る
た
め

「
北
海
道
沼
田
町
で
社
長
に
な

り
ま
せ
ん
か
？
」
を
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
に
意
欲
あ
る
起
業

家
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

地
元
へ
の
定
住
及
び
雇
用
の

拡
大
を
図
る
た
め
、
町
内
の

事
業
所
が
従
業
員
を
新
規
に

雇
用
し
、
更
に
町
内
に
居
住

し
た
場
合
の
支
援
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

観
光
の
振
興

ほ
た
る
館
周
辺
を
中
心
と

す
る
体
験
学
習
の
環
境
整
備

を
図
る
と
と
も
に
「
北
海
道

三
大
あ
ん
ど
ん
祭
り
」
と
名

を
馳
せ
る
「
夜
高
あ
ん
ど
ん

祭
り
」
の
今
後
の
展
開
な
ど

様
々
な
視
点
か
ら
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

■
夜
高
あ
ん
ど
ん
祭
り

平
成
二
十
一
年
九
月
に
札

幌
ド
ー
ム
を
主
会
場
に
開
催

さ
れ
る
高
齢
者
を
中
心
と
す

る
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
健
康

と
福
祉
の
祭
典
で
あ
る
「
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
北
海
道
」
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の

採
用
が
検
討
し
て
い
ま
す
。

■
明
日
萌
の
観
光

「
す
ず
ら
ん
」
が
放
映
さ

れ
て
か
ら
今
年
で
十
年
が
経

過
し
、
ロ
ケ
セ
ッ
ト
の
老
朽

化
が
著
し
く
、
年
々
観
光
客

が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

一
部
施
設
を
解
体
し
、
当
面

は
主
要
施
設
で
あ
る
駅
舎
及

び
中
村
旅
館
等
を
保
存
し
て

運
営
を
し
て
い
く
と
と
も
に

十
年
の
節
目
の
年
を
記
念
し

て
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

■
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
」

今
ま
で
に
本
町
に
想
い
を

寄
せ
る
多
く
の
方
々
か
ら
ご

支
援
を
い
た
だ
き
、
寄
付
金

の
総
額
が
千
百
二
十
七
万
円

に
達
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
今
年
度
の
事
業
に
お
い

て
、
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た

皆
様
の
想
い
を
踏
ま
え
該
当

事
業
へ
の
充
当
を
予
算
化
し

ま
し
た
。

■
冬
の
目
玉
事
業

更
に
、
五
回
目
を
迎
え
る

冬
の
イ
ベ
ン
ト
「
冬
ほ
た
る

〜
雪
と
炎
〜
」
は
、
ほ
た
る

館
を
中
心
と
し
た
会
場
で
、

継
続
し
て
実
施
す
る
と
と
も

に
、「
明
日
萌
の
里
・
ほ
た
る

の
里
歩
く
ス
キ
ー
の
集
い
」

を
関
係
機
関
、
団
体
の
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
冬
季
に

お
け
る
本
町
の
目
玉
事
業
と

し
て
位
置
づ
け
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

平成20年度
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住
み
や
す
い

快
適
な
環
境

づ
く
り

広
域
に
よ
り
処
理
を
し
て

い
る
一
般
廃
棄
物
の
内
、
可

燃
ご
み
の
処
理
委
託
料
に
つ

い
て
、
二
月
五
日
の
（
株
）

エ
コ
バ
レ
ー
歌
志
内
と
三
組

合
の
副
組
合
長
協
議
の
結
果
、

平
成
二
十
年
度
、
二
十
一
年

度
に
つ
い
て
は
、
一
万
九
千

九
百
五
十
円
／
ト
ン
（
二
十

五
％
ア
ッ
プ
）、
二
十
二
年
度

以
降
三
年
間
は
二
万
五
千
二

百
円
／
ト
ン
（
五
十
八
％
ア

ッ
プ
）
で
結
論
が
で
ま
し
た
。

ふれあいや助け合いに満ちたふれあいや助け合いに満ちた
地域づくり地域づくり

■
保
健
推
進

平
成
二
十
年
四
月
か
ら
、

四
十
歳
か
ら
七
十
四
歳
ま
で

の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
に

対
し
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
特
定
健

診
・
保
健
指
導
が
各
医
療
保

険
者
に
義
務
付
け
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
上
記
年
齢

に
三
十
歳
代
も
加
え
た
健
康

診
査
の
実
施
に
係
る
費
用
と
、

さ
ら
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
の
該
当
者
や
予
備

群
と
判
定
さ
れ
た
方
に
対
す

る
保
健
指
導
に
係
る
経
費
は

国
保
特
別
会
計
で
、
全
住
民

へ
の
普
及
啓
蒙
に
関
す
る
費

用
を
衛
生
費
で
予
算
計
上
し
、

双
方
連
携
し
た
上
で
事
業
実

施
上
の
課
題
や
問
題
と
な
る

点
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

■
母
子
保
健
事
業

妊
婦
保
健
の
向
上
と
支
援

を
す
る
た
め
に
昨
年
度
か
ら

実
施
し
た
妊
婦
一
般
健
康
診

査
等
受
診
通
院
費
助
成
事
業

の
助
成
回
数
を
増
や
し
ま
す
。

■沼田厚生病院

地域医療のあり方については、国の医療制度そ

のものに無理があり、過疎地域や小規模自治体に

対する支援制度の改善が必要であり、厚生病院を

公立病院と同等とする位置づけを求め、普通交付

税による財政的支援制度の確立を強力に求めてい

きます。

医師確保対策としての補助金の継続や看護師宿

舎の外壁の修繕に係る費用の助成をしていきます。

また、当面、国の動向を見守りながら運営体制

の効率化を図ることを北海道厚生連本部と協議を

進め、将来の方向性を更に検討します。

平成20年度

町制執行方針

４月から診察日・時間が変更となりました。詳しく

は27ページをご覧下さい。
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■
高
齢
者
福
祉

「
健
康
な
六
十
五
歳
」
か

ら
「
活
動
的
な
八
十
五
歳
」

を
目
指
し
、
高
齢
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
た
め
に
除
雪
サ
ー
ビ

ス
事
業
や
高
齢
者
除
雪
費
助

成
事
業
、
豪
雪
等
の
雪
害
発

生
時
の
対
策
と
し
て
、
高
齢

者
世
帯
等
緊
急
対
策
事
業
、

高
齢
者
等
世
帯
福
祉
灯
油
助

成
事
業
を
は
じ
め
冬
期
間
の

通
院
を
支
援
す
る
高
齢
者
ハ

イ
ヤ
ー
利
用
助
成
事
業
や
在

宅
介
護
を
支
援
す
る
た
め
の

住
環
境
整
備
費
助
成
事
業
な

ど
在
宅
福
祉
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

ま
た
、
沼
田
町
に
お
け
る

高
齢
者
福
祉
施
策
（
沼
田
厚

生
病
院
の
あ
り
方
を
含
む
）

を
総
合
的
に
検
討
し
て
推
進

す
る
た
め
に
「
高
齢
者
保
健

福
祉
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。

■
障
が
い
者
福
祉

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基

づ
い
て
在
宅
の
障
が
い
者
や

施
設
等
の
入
所
者
の
自
立
支

援
に
要
す
る
費
用
や
そ
の
対

象
者
の
障
が
い
の
程
度
を
認

定
す
る
北
空
知
五
町
で
共
同

設
置
し
た
審
査
会
の
運
営
の

費
用
と
障
が
い
者
の
外
出
を

支
援
す
る
重
度
身
体
障
が
い

者
ハ
イ
ヤ
ー
代
助
成
事
業
や

特
定
疾
患
に
罹
患
し
た
方
の

専
門
医
療
機
関
へ
の
通
院
費

用
を
助
成
す
る
難
病
患
者
交

通
費
助
成
事
業
等
町
内
に
居

住
す
る
障
が
い
者
の
在
宅
福

祉
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て

予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

■
次
世
代
育
成
支
援

認
可
保
育
所
へ
入
所
す
る

児
童
の
保
育
料
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
に
、
沼
田
保
育
園

に
係
る
保
育
料
を
国
の
基
準

の
六
十
九
％
に
減
額
し
、
そ

の
差
額
五
百
八
十
三
万
二
千

円
を
一
般
財
源
で
負
担
す
る

こ
と
と
し
、
併
せ
て
、
季
節

保
育
所
に
対
す
る
助
成
額
二

百
二
十
万
円
、
ま
た
、
平
成

十
九
年
度
か
ら
小
学
校
卒
業

ま
で
の
期
間
に
拡
大
し
て
実

施
し
て
お
り
ま
す
医
療
費
の

無
料
化
に
係
る
助
成
額
五
百

六
十
五
万
四
千
円
を
継
続
し

て
行
い
ま
す
。

安
心
安
全
な

地
域
づ
く
り

■
交
通
安
全
運
動
を
展
開

昨
年
、
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

三
〇
〇
〇
日
を
達
成
し
、
現

在
そ
の
目
標
を
四
〇
〇
〇
日

と
し
て
交
通
安
全
運
動
を
展

開
し
て
お
り
、
町
民
一
人
ひ

と
り
の
交
通
安
全
意
識
の
高

揚
と
交
通
安
全
運
動
の
実
践

を
図
る
た
め
、
沼
田
警
察
署
、

沼
田
町
交
通
安
全
協
会
等
の

関
係
機
関
、
団
体
と
緊
密
な

連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

■
警
備
体
制
の
強
化

犯
罪
被
害
を
未
然
に
防
止

す
る
た
め
に
は
、
自
主
防
犯

意
識
の
高
揚
と
地
域
で
の
犯

罪
抑
止
活
動
が
重
要
で
あ
り
、

青
色
回
転
灯
パ
ト
ロ
ー
ル
車

に
よ
る
巡
回
な
ど
、
地
域
防

犯
団
体
と
連
携
し
取
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

更
に
、
本
年
は
、
北
海
道

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
が
七
月
七

日
か
ら
九
日
に
開
催
さ
れ
、

期
間
中
の
会
場
等
を
中
心
と

す
る
警
備
体
制
の
強
化
に
伴

い
、
地
域
で
の
警
戒
体
制
が

弱
く
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

期
間
中
は
特
に
犯
罪
の
未
然

防
止
活
動
推
進
の
た
め
、
沼

田
警
察
署
と
関
係
機
関
、
団

体
が
連
携
を
密
に
し
た
「
沼

田
町
地
域
安
全
対
策
連
絡
会
」

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

地
域
ぐ
る
み
で
の
安
全
確
保

に
努
め
ま
す
。

９
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■
消
防
団
記
念
の
年

本
年
、
沼
田
消
防
団
が
創

立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、
式
典
を
七
月
十
日

に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
更

に
本
年
、
自
治
体
消
防
制
度

六
十
周
年
を
迎
え
る
記
念
の

年
に
当
た
り
、
消
防
庁
長
官

よ
り
沼
田
消
防
団
が
優
良
消

防
団
と
し
て
「
表
彰
旗
」
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

■
沼
田
町
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

本
年
四
月
か
ら
保
護
観
察

官
が
二
名
か
ら
三
名
に
増
員

さ
れ
、
き
め
細
か
な
処
遇
が

行
わ
れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す

が
、
町
と
し
ま
し
て
も
、
就

業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
入
所
す

る
少
年
の
安
定
的
な
確
保
を

法
務
省
に
要
請
す
る
と
と
も

に
充
実
し
た
農
業
実
習
が
行

わ
れ
る
よ
う
体
制
を
整
え
、

旭
川
保
護
観
察
所
と
連
携
し
、

少
年
た
ち
の
更
生
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
組
織
等
を
通
じ
て
側

面
か
ら
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
地
域
の
中
で
精
力

的
に
奉
仕
活
動
を
実
施
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
「
沼
田

明
日
萌
の
会
」
及
び
「
沼
田

す
ず
ら
ん
の
会
」
に
対
し
て
、

そ
の
活
動
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

■
道
路
維
持
事
業

民
間
活
力
の
導
入
推
進
の

た
め
、
年
間
を
通
し
た
維
持

作
業
及
び
除
雪
作
業
の
民
間

委
託
に
向
け
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

■
公
園
整
備

昨
年
、
町
民
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
に
隣
接
す
る
「
水
辺
の

楽
校
」
の
整
備
工
事
に
よ
り

緑
化
さ
れ
た
広
場
を
町
民
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
新
コ
ー
ス

と
し
て
、
本
年
度
オ
ー
プ
ン

す
る
こ
と
と
し
、
既
設
の
コ

ー
ス
を
含
め
三
十
六
ホ
ー
ル

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
新
コ
ー
ス
の
増
設

に
よ
り
、
使
用
料
金
の
一
部

を
改
正
し
ま
す
。

機
能
的
で
コ
ン
パ
ク
ト
な

魅
力
あ
る
街
づ
く
り

■
建
設
事
業

今
後
更
に
町
財
政
が
厳
し

さ
を
増
す
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
中
、
第
四
次
総
合
振
興
計

画
の
着
実
な
実
施
と
地
域
の

皆
様
が
安
心
で
住
み
よ
い
街

づ
く
り
に
向
け
た
事
業
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

■
道
路
事
業

本
町
稲
作
農
業
の
基
幹
施

設
ス
ノ
ー
ク
ー
ル
ラ
イ
ス
フ

ァ
ク
ト
リ
ー
と
本
町
西
部
地

区
を
接
続
し
て
お
り
ま
す
町

道
原
野
北
線
を
農
作
物
の
ス

ム
ー
ズ
な
運
搬
、
沿
線
住
民

の
通
行
の
安
全
確
保
を
目
的

に
拡
幅
改
良
工
事
を
本
年
度

か
ら
平
成
二
十
二
年
度
ま
で

の
三
年
間
で
計
画
し
、
本
年

度
は
実
施
設
計
、
用
地
買
収

等
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
交
通
安
全
上
か
ら

地
域
の
要
望
の
強
い
旭
町
幹

線
の
踏
切
周
辺
に
接
続
す
る

高
穂
幹
線
の
線
形
改
良
を
行

う
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

次
に
、
昭
和
六
十
三
年
災

害
以
降
懸
案
と
な
っ
て
お
り

ま
し
た
国
道
二
七
五
号
線
金

庫
の
沢
川
横
断
函
渠
工
事
が

札
幌
開
発
建
設
部
に
よ
り
実

施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
地

域
の
浸
水
対
策
に
効
果
を
発

揮
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

札
幌
土
木
現
業
所
に
よ
り
、

幌
新
・
恵
比
島
地
区
と
市
街

を
結
ぶ
道
道
恵
比
島
旭
町
線

を
よ
り
安
全
な
通
行
を
確
保

す
る
た
め
改
良
工
事
が
本
年

度
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

平成20年度
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■
萌
の
丘
植
栽

ニ
ト
リ
北
海
道
応
援
基
金

に
よ
り
提
供
を
受
け
ま
す
エ

ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
チ
シ
マ
ザ

ク
ラ
三
百
本
を
町
民
有
志
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
植
栽
を

行
い
、
多
く
方
が
訪
れ
て
い

た
だ
け
る
い
こ
い
の
場
と
し

て
の
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

■
町
営
バ
ス
の
運
行

平
成
十
五
年
か
ら
五
年
間

の
沿
線
市
町
と
中
央
バ
ス
と

協
定
に
よ
り
滝
川
沼
田
線
を

運
行
し
て
い
ま
す
が
、
本
町

の
運
行
負
担
金
が
非
常
に
高

額
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

新
協
定
は
行
わ
ず
、
本
年
四

月
よ
り
沼
田
碧
水
間
を
町
営

バ
ス
の
運
行
と
し
、
沼
田
北

竜
地
区
の
住
民
の
足
を
確
保

し
ま
す
。

21
世
紀
に
生
き
る人

づ
く
り

■
ポ
ー
ト
ハ
ー
デ
ィ
交
流

平
成
六
年
九
月
に
姉
妹
都

市
と
し
て
調
印
し
て
か
ら
、

町
民
同
士
の
交
流
を
行
っ
て

き
て
い
ま
す
が
、
平
成
二
十

年
度
は
沼
田
町
か
ら
九
回
目

と
な
る
訪
問
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

■
小
矢
部
市
と
の
交
流

姉
妹
友
好
都
市
の
調
印
以

前
の
平
成
四
年
度
か
ら
青
少

年
交
流
事
業
を
実
施
し
て
き

て
お
り
、
本
年
度
は
小
矢
部

市
の
中
学
生
の
受
入
れ
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

市町村合併

について
市
町
村
合
併
の
論
議
は
、
そ
こ
に
住

む
一
人
ひ
と
り
の
住
民
が
自
ら
の
選
択

で
決
す
る
も
の
で
あ
り
、
平
成
の
大
合

併
で
合
併
し
た
市
町
村
が
ど
の
よ
う
な

状
況
か
十
分
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。
勿
論
、
行
政
の
執
行
者
と

し
て
、
間
違
っ
た
選
択
は
許
さ
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
的
確
に
実
態
を
掌
握
し

な
が
ら
情
報
の
開
示
を
行
い
、
住
民
の

皆
様
と
共
に
沼
田
町
の
進
む
べ
き
道
を

慎
重
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

平成20年度
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ほ
ろ
し
ん
温
泉ほ

た
る
館

昨
年
九
月
に
「
平
家
の
宿

（
や
か
た
）」
が
完
全
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
と
こ

ろ
で
す
が
、「
健
康
と
癒
し
空

間
の
提
供
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
、
日
々
来
館
者
に
満

足
を
い
た
だ
く
こ
と
を
最
重

点
課
題
に
位
置
づ
け
し
各
種

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ

う
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

運
営
状
況
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
岩
盤
浴
健
康
殿
」
を
魅

力
ア
イ
テ
ム
と
し
て
、
職
員

の
工
夫
、
努
力
に
よ
り
売
上

増
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
原
油
高
騰
の
影
響
を

受
け
、
収
支
が
悪
化
す
る
状

況
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

新
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、

燃
料
高
騰
に
関
連
し
た
食
材

な
ど
の
値
上
げ
が
予
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
更
な
る

営
業
努
力
を
推
し
進
め
、
愛

さ
れ
る
施
設
づ
く
り
に
徹
底

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
事
業
経
営
に
お
い

て
、
集
客
及
び
販
売
の
た
め

の
Ｐ
Ｒ
活
動
は
重
要
な
経
営

戦
略
と
し
て
位
置
付
け
、
町

内
外
に
向
け
て
、
よ
り
効
果

的
で
戦
略
性
に
富
ん
だ
Ｐ
Ｒ

活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

町
立
自
動
車

学
校

少
子
化
や
学
校
間
の
教
習

生
確
保
が
激
化
す
る
な
ど
免

許
教
習
生
の
減
少
と
昨
年
か

ら
の
新
大
型
教
習
の
実
施
に

よ
る
借
上
料
等
の
経
費
増
な

ど
で
、
収
支
状
況
は
大
幅
に

悪
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

指
定
管
理
料
の
補
正
を
す
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

今
後
と
も
難
し
い
運
営
が
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
営
業
活
動

を
強
化
し
、
大
型
免
許
、
普

通
免
許
教
習
生
の
確
保
に
努

め
、
更
な
る
経
費
の
削
減
と

職
員
数
の
見
直
し
等
、
早
急

に
改
善
計
画
を
樹
立
し
、
生

き
残
り
を
か
け
た
経
営
に
全

力
を
そ
そ
ぎ
ま
す
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム

和
風
園

昨
年
、
新
規
事
業
と
し
て
、

「
地
域
交
流
事
業
」
を
行
い
、

菜
園
を
通
じ
て
沼
田
長
生
ク

ラ
ブ
や
地
域
の
方
々
と
入
園

者
の
交
流
を
図
っ
て
き
ま
し

た
が
、
本
年
度
は
更
に
、
町

内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
団
体

や
サ
ー
ク
ル
と
の
交
流
、
中

学
生
と
の
体
験
事
業
、
和
風

園
一
日
体
験
な
ど
、
地
域
の

方
々
と
の
交
流
を
図
り
な
が

ら
、
秋
の
収
穫
祭
や
町
民
芸

術
祭
に
作
品
（
菊
花
等
）
を

出
展
し
、
今
後
も
「
開
か
れ

た
施
設
・
地
域
に
愛
さ
れ
る

施
設
」
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

旭
寿
園

施
設
は
開
設
以
来
二
十
三

年
が
経
過
し
、
施
設
自
体
の

老
朽
化
に
よ
り
そ
れ
ら
の
維

持
・
修
繕
、
更
に
は
、
原
油

高
騰
に
よ
る
石
油
関
連
製
品

の
値
上
が
り
は
、
施
設
の
健

全
な
運
営
を
し
て
い
く
上
で

収
益
の
増
収
が
不
可
欠
で
あ

り
、
経
営
の
あ
り
方
が
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
く
る
こ
と

が
予
見
さ
れ
ま
す
。

今
後
も
介
護
報
酬
の
改
定

や
財
政
状
況
が
更
に
厳
し
く

な
る
こ
と
か
ら
、
更
な
る
経

営
の
健
全
化
を
図
る
と
と
も

に
、
利
用
者
、
家
族
か
ら

「
こ
の
施
設
を
利
用
し
て
良
か

っ
た
」
と
評
価
さ
れ
選
ば
れ

る
施
設
と
な
る
よ
う
、
利
用

者
へ
の
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

１２

平成20年度

町制執行方針



町執行方針
2008

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計

医
療
制
度
の
改
正
に
よ
り

平
成
二
十
年
四
月
か
ら
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
導
入
、

退
職
者
医
療
制
度
の
原
則
廃

止
に
よ
る
一
般
被
保
険
者
の

加
入
増
、
ま
た
、
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
の
義
務

化
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
創
設
に
伴
い
、
国
民
健
康

保
険
税
の
賦
課
額
に
新
た
に

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦
課

額
が
追
加
さ
れ
る
な
ど
市
町

村
国
保
の
枠
組
み
が
大
き
く

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

医
療
保
険
者
の
義
務
と
な

っ
た
特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
に
つ
い
て
は
、
健
診
受

診
率
や
保
健
指
導
に
よ
る
生

活
習
慣
病
の
該
当
者
等
の
減

少
に
目
標
値
が
設
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
受
診
率
の
向

上
と
保
健
指
導
の
実
施
を
保

健
部
門
と
連
携
を
図
り
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

介
護
保
険

特
別
会
計

税
制
の
改
正
に
よ
り
介
護

保
険
料
が
大
幅
に
上
昇
す
る

方
に
つ
い
て
、
平
成
十
八
年

度
及
び
十
九
年
度
に
講
じ
た

激
変
緩
和
措
置
が
介
護
保
険

法
施
行
令
等
の
改
正
に
よ
り

平
成
二
十
年
度
も
可
能
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
本
町
に
お

い
て
こ
れ
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
、
関
係
条
例
の
一
部
改

正
を
提
案
し
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者

医
療

平
成
二
十
年
四
月
か
ら
老

人
保
健
制
度
よ
り
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
へ
移
行
す
る
た

め
、
保
険
料
の
徴
収
等
が
市

町
村
の
事
務
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
こ
れ
に
関
わ
る
関

係
予
算
を
特
別
会
計
で
予
算

計
上
し
ま
し
た
。

認
知
症
高
齢
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

な
ご
み

平
成
十
一
年
の
開
設
以
来

継
続
し
て
入
所
し
て
い
る
利

用
者
も
お
り
、
利
用
者
が
高

齢
と
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

利
用
者
の
日
常
生
活
か
ら

起
こ
り
う
る
事
故
等
を
未
然

に
防
ぎ
、
ま
た
、
利
用
者
が

安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ

う
住
環
境
の
整
備
を
行
い
、

今
後
も
利
用
者
が
家
庭
的
な

雰
囲
気
の
中
で
生
活
が
出
来

る
よ
う
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
努

力
し
、
施
設
の
健
全
経
営
を

図
り
ま
す
。

公
共
下
水
道

水
道
事
業

農
村
地
域
の
住
環
境
改
善
の

た
め
五
基
分
の
予
算
を
計
上

し
、
ま
た
、
我
が
町
再
生
プ

ラ
ン
で
示
し
て
い
る
個
別
排

水
処
理
施
設
設
置
奨
励
事
業

の
見
直
し
に
つ
い
て
の
検
討

を
し
て
い
き
ま
す
。

衛
生
的
な
台
所
・
生
ご
み

の
減
量
化
の
た
め
、
昨
年
に

引
き
続
き
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー

の
普
及
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

次
に
、
個
別
排
水
処
理
施

設
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

職員と共に力を合せ、町民に信頼さ

れる町政運営を行っていきます。

安
全
で
安
定
的
な
水
道
水

の
供
給
を
目
標
に
、
更
な
る

有
収
率
の
向
上
、
徹
底
し
た

経
費
の
削
減
を
図
り
な
が
ら

安
定
的
な
経
営
に
努
め
ま
す
。

な
お
、
漏
水
対
策
と
し
て

計
画
的
な
老
朽
管
の
改
修
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
今
年
度

は
旭
町
地
区
国
道
二
七
五
号

線
外
三
路
線
の
配
水
管
改
修

を
実
施
し
ま
す
。

１３
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教育行政執行方針

地
域
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を

守
り
育
て
る
教
育
行
政
を

昨
年
は
、
六
十
年
間
に
亘

っ
て
沼
田
町
に
お
け
る
教
育

の
一
翼
を
担
っ
て
参
り
ま
し

た
、
沼
田
高
等
学
校
の
生
徒

募
集
停
止
が
決
定
さ
れ
、
町

民
に
と
っ
て
や
り
場
の
無
い

憤
り
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

無
念
さ
が
残
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
町
民

の
皆
様
の
存
続
運
動
に
対
す

る
御
協
力
に
、
あ
ら
た
め
て

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
春
、
沼
田
中
学
校
卒
業

予
定
の
三
十
八
名
の
生
徒
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ

て
進
路
選
択
を
整
え
学
習
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
沼
田
高
校
在
校
生

に
対
し
ま
し
て
は
、
自
信
と

誇
り
を
失
う
こ
と
の
無
い
よ

う
、
卒
業
さ
れ
る
時
ま
で
地

域
と
し
て
の
支
援
を
怠
る
こ

と
な
く
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

こ
の
度
の
沼
田
高
校
の
募

集
停
止
は
、
沼
田
町
教
育
行

政
全
体
に
と
っ
て
大
き
な
転

換
期
に
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

将
来
の
日
本
を
支
え
る
子
ど

も
た
ち
の
人
間
形
成
の
基
礎

と
な
る
、
教
育
環
境
を
実
現

す
る
た
め
広
く
意
見
を
求
め
、

議
論
し
、
計
画
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Challenging

year 2008

教育長　松田　　剛

Katashi Matsuda
School Superindent
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学
校
教
育

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、

「
登
校
す
る
こ
と
が
楽
し
い
学

校
」、「
一
人
ひ
と
り
の
子
ど

も
を
見
つ
め
、
学
び
、
遊
び
、

語
り
あ
え
る
学
校
」
を
目
指

し
て
学
校
長
を
先
頭
に
教
職

員
が
協
力
し
、
保
護
者
・
地

域
と
の
連
携
を
強
め
学
校
教

育
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
高
校

【
目
標
】
今
後
も
「
沼
田
高

校
教
育
振
興
協
議
会
」
と
連

携
し
な
が
ら
、
二
・
三
年
生

二
十
八
名
の
在
校
生
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
い

ま
す
通
学
費
補
助
、
臨
時
講

師
派
遣
、
模
擬
試
験
・
資
格

検
定
試
験
の
補
助
に
つ
い
て

引
き
続
き
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

あいさつの輪が広が

ることが

安心安全に暮らせる

まちの基本

■
幼
稚
園

【
目
標
】「
友
達
と
生
き
生
き

と
活
動
し
、
育
ち
あ
う
子
」

を
教
育
目
標
に
、「
健
康
で
明

る
い
子
、
仲
良
く
遊
ぶ
子
、

美
し
い
心
の
子
、
力
い
っ
ぱ

い
が
ん
ば
る
子
」
を
重
点
に

保
育
活
動
を
実
践
し
て
い
き

ま
す
。

■
小
学
校

【
目
標
】
児
童
一
人
ひ
と
り

が
自
覚
と
誇
り
を
持
ち
、
豊

か
な
心
で
社
会
の
変
化
に
主

体
的
に
対
応
で
き
る
た
く
ま

し
い
児
童
、
基
礎
的
基
本
的

な
学
習
内
容
の
定
着
を
目
標

と
し
た
育
成
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

■
中
学
校

【
目
標
】「
心
身
た
く
ま
し
く
、

知
性
を
高
め
る
、
情
緒
豊
か

に
」
を
教
育
目
標
に
生
徒
と

教
師
が
信
頼
と
尊
敬
で
結
ば

れ
温
か
い
人
間
関
係
を
結

び
、
学
力
の
充
実
と
基
礎
・

基
本
を
重
視
す
る
学
校
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

創立６０周年を

迎える沼田高校

小学校、沼田高校との連
携による教職員の技量を
高めた教育を推進

中学校

臨時補助教員を配置し、低
学年を中心に算数国語など
のティーム・ティーチング
による指導

社会科副読本

「わたしたちの沼田」が完成

小学校

■
幼
・
小
・
中
一
貫
・
連
携
教
育

幼
稚
園
と
小
学
校
の
連
携
・
交
流
の
機
会
を
充
実
す

る
こ
と
に
よ
り
、
幼
稚
園
か
ら
小
学
校
へ
の
教
育
が
滑

ら
か
に
移
行
出
来
、
又
小
・
中
学
校
の
連
携
交
流
も
校

内
研
修
の
機
会
を
相
互
に
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
沼
田
町
一
貫
教
育
推
進
委
員
会
（
学
習
指
導

部
会
・
生
徒
指
導
部
会
）
の
更
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

１５

児童生徒数

171（6）

97（3）

28

296（9）

学級数

9（3）

5（2）

2

16（5）

児童生徒数

171（5）

109（3）

29

309（8）

教職員数

18

17

3

38

学級数

9（3）

6（3）

2

17（6）

区分

小学校

中学校

幼稚園

計

教職員数

18

17

3

38

平成２０年度当初 平成１９年度当初

（ ）内は特殊学級内数
平成２０年度当初における小・中学校
及び幼稚園の学級編制
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昨今の子どもの問題行動から、子

どもが健全な身体と人格に育つよう

に援助する「家庭の営み」について

の講座をシリーズで開催し、疑問や

不安の解消と併せて「子育て力」の

向上を図ります。

また、未就学児（一歳～四歳児）

を対象に、親子で楽しく交流する場

をつくり、子育て全般にかかわる学

習と情報交換の場を提供するため、

キッズクラブを継続して実施しま

す。

物質的な豊かさや便利さの中

で、親に依存して暮らす子どもた

ちに共同生活の機会を与え、衣・

食・住といった日常生活上の生活

体験を通じて日常生活を送るため

に必要な生活技能といった能力の

獲得や、お互いの立場や役割を理

解し、協力し合ってより良く生活

することができる能力を高めるた

め合宿通学、自然体験キャンプ、

リーダー研修などの事業を実施し

ます。

女性が活動している団体の日頃の

活動成果を披露・発表し、また交流

を図り親睦を深める機会として女性

フェスタを実施します。

また、女性の自主的な活動の場を

いっそう広げるため、女性フェスタ

実行委員会によるレディース講座を

企画し、女性サークルの交流を更に

深めます。

社会教育事業におけるサークル団

体等への参加するきっかけづくりと

して、町民ニーズを把握をしながら

様々な生涯学習機会を提供します。

また、近年、資格検定講座のニー

ズが高いことから、多様な資格にチ

ャレンジできる機会を創出するた

め、近隣市町との広域連携による趣

味の講座、資格検定講座（広域連携）

を実施します。

社
会
教
育

■成人教育の充実

■青少年教育の充実

■女性教育の充実

■家庭教育の充実

高齢者がいきいきと明るく元気

に活動している「いきいき大学」

に、新たに学部を設けます。個々

の興味や能力に応じた活動とし

て、高齢者の持つ知恵と技能を生

かすことを支援します。自発的な

活動と社会参加を支援し、地域に

潜在する人材の掘り起こしによ

る、地域人材バンク事業との相乗

効果を図ります。

■高齢者教育の充実

子どもから高齢者まで、年間を

通じた町ぐるみのボランティア活

動の推進を図るため、地域ボラン

ティア養成講座を実施するととも

に、平成17年度に立ち上げた「沼

田高校生ボランティア」を育成・

支援し、地域に貢献できる高校生

を養成していきます。

■地域教育の充実

子どもたちを地域で守ろうと平成17年10月に活動を始めた「沼田っ子サポーター」を中心に学校や地

域住民と連携し、安全パトロール（交通安全・不審者情報・防犯等）とあいさつ運動を展開してまいり

ます。なお、今年度は、実働会員を増やすため、犬の散歩を対象者とした「わんわんパトロール会員

（仮名）」を募集したいと考えています。

◆沼田っ子支援について◆
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■
学
校
教
育
施
設

小
学
校
は
一
線
校
舎
が
四
十

六
年
、
増
築
さ
れ
た
二
線
校
舎

も
三
十
四
年
を
経
過
し
、
中
学

校
も
三
十
八
年
を
経
て
そ
れ
ぞ

れ
の
校
舎
全
体
が
各
所
大
規
模

な
補
修
を
要
す
る
状
態
に
あ

り
、
昨
年
実
施
し
ま
し
た
耐
震

調
査
の
結
果
も
、
安
全
を
確
保

で
き
な
い
数
値
が
随
所
に
見
ら

れ
ま
す
。

こ
れ
に
加
え
人
口
減
少
と
少

子
化
に
よ
り
学
校
規
模
が
過
大

で
あ
り
、
空
き
教
室
を
も
含
め

た
耐
震
補
強
等
大
規
模
整
備
で

は
費
用
も
そ
の
分
増
大
し
、
そ

の
後
の
維
持
管
理
費
用
の
削
減

も
困
難
と
な
り
ま
す
。
安
全
快

適
な
環
境
整
備
の
た
め
教
育
施

設
の
抜
本
的
な
整
備
検
討
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に

老
朽
化
の
進
ん
だ
体
育
施
設
も

加
え
、
有
識
者
を
含
め
た
町
民

の
皆
様
の
要
望
を
反
映
し
た
整

備
計
画
の
策
定
の
た
め
、
仮
称

で
は
あ
り
ま
す
が
「
教
育
施
設

整
備
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し

ま
す
。

■
社
会
体
育
施
設

○
町
民
体
育
館

築
後
三
十
六
年
が
経
過
し
、

利
用
状
況
に
合
わ
せ
た
大
規

模
な
コ
ー
ト
の
改
修
を
二
度

実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
上

屋
全
体
で
は
現
在
の
耐
震
基

準
を
満
た
し
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
検
討
す
べ
き
施
設
の
一

つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

併
設
さ
れ
て
い
る
宿
泊
施

設
に
つ
い
て
も
建
設
当
初
の

機
能
を
維
持
し
、
一
定
数
の

利
用
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

利
用
者
数
に
つ
い
て
は
少
子

化
、
各
種
競
技
人
口
の
減
少

も
続
い
て
お
り
、
平
日
の
日

中
の
利
用
は
極
め
て
少
な
い

状
況
で
す
。
今
後
、
学
校
休

業
期
間
な
ど
の
子
ど
も
た
ち

の
安
全
な
居
場
所
と
し
て
の

位
置
づ
け
と
有
効
利
用
を
基

本
に
置
き
、
平
日
の
開
館
時

間
の
変
更
も
視
野
に
管
理
体

制
の
検
討
も
含
め
、
維
持
管

理
経
費
の
節
減
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

■
社
会
体
育
施
設

○
町
営
高
穂
ス
キ
ー
場

昭
和
五
十
四
年
の
ス
キ
ー
リ

フ
ト
新
設
か
ら
二
十
九
年
を
迎

え
ま
し
た
。
高
穂
ス
キ
ー
場
に

関
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
多

く
の
皆
様
の
要
望
や
意
見
に
基

づ
き
検
討
会
議
等
で
施
設
整
備

の
あ
り
方
を
協
議
し
、
一
定
の

方
向
性
の
も
と
利
用
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
今
シ
ー
ズ
ン

は
深
川
ス
キ
ー
場
の
閉
鎖
と
い

う
状
況
の
変
化
か
ら
、
こ
れ
に

伴
う
影
響
を
見
守
っ
て
き
ま
し

た
が
、
大
き
な
状
況
の
変
化
は

見
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
踏
ま

え
、
当
面
高
穂
ス
キ
ー
場
に
お

い
て
最
優
先
す
る
べ
き
は
、
ス

キ
ー
リ
フ
ト
の
安
全
運
行
と
考

え
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ス
キ
ー

場
閉
鎖
後
に
施
設
点
検
を
行

い
、
今
後
年
次
ご
と
に
必
要
な

安
全
運
行
を
維
持
す
る
た
め
に

優
先
す
べ
き
整
備
箇
所
及
び
予

定
を
定
め
、
４
月
以
降
順
次
予

算
計
上
し
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

リ
フ
ト
以
外
の
ス
キ
ー
場

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

今
シ
ー
ズ
ン
の
利
用
実
績
と

こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
も
と
に

利
用
者
並
び
に
関
係
機
関
、

団
体
と
協
議
の
上
結
論
を
見

出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
は
、
町
で
進
め

て
い
ま
す
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

食
の
安
全
、
自
然
環
境
の
安

全
、
日
常
生
活
の
安
全
な
ど
私

た
ち
の
生
活
環
境
が
脅
か
さ
れ

て
い
ま
す
。
少
な
い
子
ど
も
た

ち
を
多
く
の
大
人
が
家
庭
、
学

校
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
守

り
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
教
育

行
政
の
推
進
に
最
善
の
努
力
を

し
て
い
き
ま
す
。
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一般会計予算総額

歳入
地方交付税

町債

国・道支出金

地方譲与税及び交付金

町税

使用料及び
手数料

繰入金

諸収入

依
存
財
源

自
主
財
源

19億147万円（47.3％）

予算

（8.7％）

3億4,920万円

3億2,699万円（8.2％）

1億5,440万円（3.8％）

（8.4％）

3億3,871万円

1億612万円

（2.7％）

3億2,291万円
（8.0％）

1億7,622万円
（4.4％）

その他
収　入

3億4,398万円

（8.5％）

町税・固定資産税など

国に納められた一部の税金から全国の
市町村の規模に応じ一定の割合で、地
方公共団体が等しく事務を遂行できる
よう、国から町へ配分される税

町の借入金

町が行う事業のうち、国・道が公益性
を認め、その事業を実施するために国
から町に交付されるお金

会　計　名 当初予算額

養護老人ホーム特別会計

特別養護老人ホーム特別会計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

老人保健特別会計

後期高齢者医療特別会計

公共下水道特別会計

2億1,855万円

3億1,688万円

5億2,798万円

3億4,378万円

6,762万円

4,800万円

4億8,729万円

特別会計予算

町の予算総額

事業を行うための基金の
取り崩し（左ページ参照）

貸付金元利収入など

財産収入・寄付金など

住民票や各種証明書な

ど

増減率

▲0.4％

1.4％

7.5％

2.0％

▲89.7％

皆増

42.8％

Point2

特別会計においては、老人保健特別会計が後期高齢
者医療特別会計へ移行したため大幅な減となりまし
た。また後期高齢者医療特別会計の予算は主に保険
料で、従来の保険給付などの予算は北海道後期高齢
者医療広域連合の会計で行います。

Point1 町の借金…町債

町の借金のことで大きな事業等を行う為に国や金融機関
などから町が借りるお金のことです。町債の返済は長期に
わたって行われます。
【今年の主な町債】
◆米穀低温貯留乾燥調製施設検査機器等整備事業債

２億１,０００万円
◆除雪ドーザ購入事業債　　　　　　　　１,６００万円
◆スクールバス購入事業債　　　　　　　 ６１０万円

皆さんの家計で例える
と、車や住宅を購入す
る際のローンにあたる
ものです。計画的な繰
上償還により借金を削
減し、安定的な財政運
営を図るよう努めてい
ます。

対前年度当初（骨格）比　4.0％増《参考》 ６月本予算比　▲2.3％

◆地方譲与税7,100万円　　　　◆利子割交付金100万円
◆配当割交付金20万円　　 ◆株式等譲渡所得割交付金10万円
◆地方消費税交付金4,100万円　◆ゴルフ場利用税交付金200万円
◆自動車取得税交付金2,000万円◆地方特例交付金110万円
◆交通安全対策特別交付金100万円
◆国有提供施設等所在市町村助成交付金1,700万円

１８



予算 町の予算総額

歳出
農林水産事業費

公債費

職員費

民生費

土木費

総務費

教育費

商工費

その他

7億3,652万円

6億9,357万円

6億1,080万円

4億9,964万円

3億7,939万円

3億2,959万円

2億426万円

7,263万円

1億2,251万円

農業の振興に要する経費、
生産基盤の整備などに要する経費

町債を返済する経費

職員の給与など支払う経費

障がい者や高齢者に対する福祉の充
実、保育園運営などの経費

道路維持改修、除排雪、公営住宅や
パークゴルフ場などに係る経費

庁舎の維持管理、雪山センター、移
住定住などに係る経費

小中学校の教育の充実、文化・スポ
ーツの振興などに要する経費

中小企業の振興及び夜高あんどん祭
りなど観光の振興などに要する経費

衛生費 2億2,962万円
生活環境の保全、ゴミ処理などに係
る経費

議会費 3,835万円
労務費　　2千円

交付税の削減により都市と地方の格差が広がる中、国は平成20年度地

財対策においてこうした社会環境に一定の配慮はされたものの、地方は、

なお先行きが見えない厳しい状況に置かれています。平成20年度は、こ

うした財政環境の下、今後必要とされる大型事業も視野にいれながら、

当面は昨年６月政策予算で計上した新規施策を含めた、住民生活に必要

な施策を維持、継続するため一般財源を優先的に充当し、予算の確保を

図ることを重点としています。

Point3 町の貯金…基金

町の貯金を基金と言
いますが、基金はそ
れぞれの目的に応じ
て貯金をしていま
す。平成20年度は基
金を取り崩し（歳入
の繰入金）、必要な
事業に充当します。

基金残高の推移見込み（一般会計所管分）

注）19年度末現在高見込みは、決算の状況により移動が生じます。

（単位：千円）

今後とも、一般財源の増加が見込めない状況にあ
り、更なる歳出削減の努力が必要であります。
特に中長期的な期間でコントロール可能な公債費

を抑制し、現状の歳入で持続可能な歳出規模とする
「安定的持続可能な財政基盤の確立」が最重要課題と
なっています。

１９

諸支出金　8,158万円
災害復旧費 100万円
予備費　　 200万円

消防費 1億4,147万円
火災の予防・消火や急病人の救助な
どの経費



まちの事業　平成20年度

万円

緑町コミュニティセ

ンター建設実施設計、

東予コミュニティセ

ンター外壁改修を実

施します。

コミュニティセンターの整備
万

千円

住民活動の支援、地域

ぐるみで取り組む環境

美化運動や町内会等の

地域活性に対する取り

組みに対して支援しま

す。

自治振興協議会へ活動支援

★まちづくり

億
万円

本施設は、平成８年度

に整備し、稼働から12

年の経年劣化により大

型機械の老朽化が進行

している状況にあり、

機械設備の更新と施設

能力の向上を図ります。

低温貯留乾燥調製施設
整備事業

万
千円

農業者（被害者）自ら

が免許取得により、臨

機応変な対応（罠の設

置）が可能となります。

処理運搬料、処理料費

用の支援をします。

エゾシカ駆除対策
への取り組み

総務課 総務課

農業振興課 農業振興課

万円

①利雪型農業推進事業

補助率80％限度額40万円

②畜産育成牛導入支援事業

※概要は42ページ参照

③高度化支援事業

経営安定化に取り組む事業

補助額15万円～50万円

経営安定化へ向けた取り組み

農業振興課

万円

明日の沼田農業のため

に、担い手育成と花嫁

対策事業を実施しま

す。

担い手対策への取り組み

農業振興課・地域開発課

★農　　業

平成20年度のまちのお金の使い方を紹介します。先に説明しまし
た町の予算40億2,000万円が実際どのように事業に反映されるか、
主な事業を中心として簡略に説明します。
※もっと詳しく知りたい方はお気軽に各担当課へお問い合わせく
ださい。
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万円

平成19年度から３年間

の事業で、引き続き町

内消費の活性化を図る

ため助成します。

助成　20％

ふるさとクーポン券発行！

地域開発課

万円

商店と農業生産者のみ

なさんが連携して、市

場を開設し生産物の地

産地消をはじめ、町内

商店の利用を促し、消

費の活性化を図ります。

ふるさと市場開設！

地域開発課

★商　工　業

★観　　光

万円

観光客の入込みも激減

し、観光ロケセットも

老朽化しているため、

本年度をもって解体撤

去し駅舎と中村旅館の

み残します。

◆10年記念イベント

100万円

明日萌観光10年記念の年！

地域開発課

万円

平成16年度より実施

し、冬のイベントとし

て定着しました。今年

も多くの方に楽しんで

いただけるよう内容を

充実し開催します。

今年も冬のほたる開催！

地域開発課

万円

店舗の新築等を行い、

新たに商業活動を行う

ものに対し費用の一部

を助成します。

対象は新規商店店舗・

中古住宅を購入して店

舗を開設する方など。

魅力ある
商店街づくりの促進

万
千円

道内外企業10,000件に

企業誘致のためのアン

ケート配布や継続的な

企業訪問の継続、団地

案内パンフレットなど

作成します。

町に企業を！
誘致作戦！

地域開発課 地域開発課

■明日萌の里ほたるの里歩くスキー補助金
６０万円

■夜高あんどん継承事業補助金
５７０万円

■夜高あんどんお祭り広場開設補助金
４０万円

■観光PR事業補助金　　　　　　　　
２５０万円

2007ミスあんどん 2007年金賞北いぶき農協

まちの事業　平成20年度

２１ ※もっと詳しく知りたい方はお気軽に各担当課へお問い合わせください。



★移住定住

万円

戸建住宅を注文によ

り建築し、定住人口

増に向かいます。

定住者向け住宅を提供万円

沼田に移住して１年

以内に法人登記をす

る起業家に対して、

１件100万円を限度と

して助成します。

北海道沼田町で
社長になりませんか？

地域開発課 地域開発課

万円

◆住宅新築50万円

◆土地購入30万円

◆町内業者利用70万円

◆融雪溝沿線150万円

◆中古住宅購入30万円

（町外からの移住）

住宅購入に際して助成！

地域開発課

北海道が移住定住に対するさまざまな取組み

を重点的に支援していくパートナーエリアとし

て、小平・幌加内・沼田で構成する３町広域振

興協議会が選定されました。これにより、

◆連携した首都圏等でのPR活動の強化

◆パンフレット、メディアなどを通じての積極

的なPR活動を図ります。

北海道のパートナーエリアとして指定！

地域開発課

★快適な環境づくり

万円

老朽化した公営住宅の改

修及び解体をします。

■旭町公営住宅屋根塗装

■南町公営住宅外壁・軒

天改修

■西町公住１棟解体

公営住宅の修繕・解体万円

■町道の除排雪

4,186万円

■融雪溝管理経費及び

交付金　　　 308万円

■除雪ドーザ更新（補

助事業） 3,603万円

雪対策の充実

建設課 建設課

万円

■消防組合沼田支署分

経費（負担金）

1億2,827万円

■災害見舞金　100万円

■沼田消防団100周年特

別交付金　　　240万円

消防・救急・防災体制の充実

沼田消防

万円

■ごみ処理に要する経費

6,245万円

■ディスポーザー設置

助成事業　　 375万円

・助成額　　 25,000円

ごみ処理対策と減量化

建設課

まちの事業　平成20年度
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★地域医療の確保～各種検診の助成・医療負担～

万円

◆幼児(1歳～6歳)及び小

学生(7歳～12歳)は2回接

種まで無料

◆高齢者(65歳～69歳)は

1回接種に1,000円の個人

負担、70歳以上は1回接

種まで無料

インフルエンザ予防接種万円

女性の１日総合健診や

ふれあい総合健診、子

宮・乳がん検診、エキ

ノコックス検査など実

施します。

生活習慣病予防
のために健診を！

住民生活課 住民生活課

万円

肺炎の中で死亡率が高

い一つの肺炎球菌によ

る肺炎を予防します。

一人１回限度

■対象者　69歳以上

■自己負担　2,000円

（総額8,000円）

69歳以上の方は、
肺炎球菌予防接種を！

住民生活課

万円

■運営費補助（医師確

保対策） 700万円

■看護師宿舎外壁等改

修費補助　　280万円

沼田厚生病院を支援

住民生活課

万円

要介護度3から5までの

方で居宅サービスを毎

月1種類以上利用した

場合、月額5,000円が

支給されます。

安心して在宅で
介護サービスを！万円

社会福祉協議会へ委託

し、除雪のサービスや

軽易作業、医療機関へ

の通院に際するハイヤ

ー代金の助成など在宅

福祉の向上を図ります。

在宅サービスの充実

住民生活課 住民生活課

万円

介護を必要とする高齢者

や身体障がい者が暮らし

やすい住宅に改造工事を

行う場合に事業費の2分

の1以内80万円を限度と

して助成します。

住みやすい住宅づくり
に助成

住民生活課

■重度身体障がい者ハイヤー代助成事業　　　　

48万6千円

■難病患者通院交通費助成事業　　38万5千円

■在宅障がい者等施設通所補助　　 20万円

■障がい者移動支援事業等委託事業 96万円

障がい者や難病患者に助成

住民生活課

★地域福祉の充実

まちの事業　平成20年度

２３ ※もっと詳しく知りたい方はお気軽に各担当課へお問い合わせください。



★高齢者のため～申請は忘れずに～

万円

除雪事業者（業者）へ

支払った額の1/2の額

20,000円を限度に助成。

①70歳以上の独居世帯

②世帯主が70歳以上、

同居親族が65歳以上で

構成の世帯

除雪に対する助成万円

65歳以上の高齢者で、
冬期間（12月～3月）
町内病院への通院が困
難となる方に16枚（月
4枚）のハイヤーチケッ
トを交付します。チケ
ット１枚あたり初乗り
料金を助成します。

冬期間通院のためのハ
イヤーチケットを交付

住民生活課 住民生活課

万円

豪雪等特別に緊急性の

ある場合に備えて、沼

田町建設業協会と雪害

協定を結んでおり、即

時対応ができるように

留保しておきます。

豪雪等の
万が一に備えて

住民生活課

万円

高齢者世帯等に暖房用

灯油代の一部を助成

し、在宅福祉の向上を

図っています。

灯油代の支給額は毎月

の実勢単価で支給。

福祉灯油の助成

住民生活課

まちの事業　平成20年度

★子育てのため

万円

健康保険が適用さ

れる医療費の自己

負担分の全額を小

学卒業するまで、

全額補助します。

小学校６年生まで
医療費が無料万円

町では、子育て支援対
策として、沼田保育園
保育料を、国基準の保
育料に対して69％水
準まで引き下げ、軽減
助成を行なっていま
す。

沼田保育園保育料の
軽減

住民生活課 住民生活課

万円

乳児健診

1歳6カ月・3歳児健診

フッ素塗布

歯科健診

すくすく教室

ことばの教室

学童期の食育

母子の健康づくり①

住民生活課

・妊婦一般健診公費助成

→従来の健診２回から５　

回に助成を拡大

・妊婦一般健康診査受診　

交通費助成

→Ｈ19より交通費定額助

成

母子の健康づくり②

住民生活課

２４



まちの事業　平成20年度

★楽しい教育づくり

万円

特色ある学校づくりを

進め、生徒の学力向上

を図るために、臨時講

師１名を配置します。

■笹川翔美先生が生徒

たちをサポートします。

沼田高校臨時講師
（１名）の配置万円

小学1・2年生の国語と
算数の授業を中心に、補
助教諭を配置し、基礎学
力の向上を図ります。
■吉田真奈美先生が子ど
もたちをサポートします

沼田小学校学力向上補助
教諭（１名）の配置

教育委員会 教育委員会

万円

国際交流化に対応すべ
く外国人指導助手を委
託し、小・中・高校生
に生の発音や英会話を
体験してもらい、総合
的な英語力を高めます。
■ジェフリー　ギロド
（ALT)が英語学習を手
助けします。

外国語指導助手
（１名）の委託

教育委員会

万円

老朽化のためバス１台

を更新し、こどもたち

のために、安心・安全

の運転に努めます。

スクールバスを購入

教育委員会

万円

中・高校生、町民から

募集し、７月中旬に姉

妹都市であるカナダ・

ポートハーディへ行き

ます。

ポートハーディへ
行きます万円

姉妹都市である小矢部
市より、今年は夜高あ
んどん祭りの時期に生
徒10名、引率３名の
計13名を受け入れる
予定です。

小矢部市より中学生受入

教育委員会 総務課

万円

ほろしん温泉前にありま

す陶芸館を改修し、化石

体験館として利活用しま

す。

■主な事業内容

・映像展示システム

・大型骨格模型展示

化石体験館の新設

教育委員会

２５ ※もっと詳しく知りたい方はお気軽に各担当課へお問い合わせください。

町内にある教育施設の
あり方について議論し、
一体的な見直しを図り、
町民により一層利用し
やすい環境づくりに努
めます。

沼田町教育施設整備検討委員会

教育委員会



★生活環境整備

万円

萌の丘を引き続き整備

するとともに、今年は

サクラ（㈱ニトリから

苗木を助成）を300本

町民の皆さまの手を借

りて植栽します（５月

25日予定）。

萌の丘に桜を植栽万円

町内産業の振興を図り、
商工業者、農業者及び
住民の皆さんに多岐に
わたって活用頂くため、
イベント広場の機能を
備えた多目的広場を整
備します。

駅前多目的広場の整備

地域開発課 建設課

万円

河川敷地に全9コースの

パークゴルフ場を整備し

ます。コースは身体障が

い者に配慮し、スタート

台の段差やコースの高低

に配慮した設計です（8

月上旬オープン予定）。

パークゴルフ場河川敷
にコース新設

建設課

万円

・オートキャンプ場コ

テージテラス改修

・ほたるの里看板設置

・温泉周辺遊歩道オー

バーレー

幌新いこいの森公園
整備

建設課

万円

・町道高穂幹線交差点改良事

業（補助事業）

・町道北仲通線側溝改修事業

・町道五カ山線改良事業

・町道緑ヶ丘東４号線
歩道整備

町道の新設改良に要す
る経費万円

・町道舗装補修
・町道区画線塗装
・町道恵比島１号線側
溝整備
・町道恵北幹線雨水枡
設置
・ほたる街灯塗装

町道の維持に要する経費

建設課 建設課

まちの事業　平成20年度

★最後に…町のあれこれ

②農産加工品の開発

①雪山供給開始

③メタボ対策

④後期高齢者医療制度

トマトジュースを缶からビンの製品へ取り替える予定です。
また、雪中しいたけを使用した新商品も開発中です。

沼田式雪山センターより雪の供給が開始され、いつでも供給できる
システムが確立しました。

４月から健診方法が変更となり、今後はより一層メタボ対策が強化
されます。

75歳以上全員（一定の障がいのある方は65歳以上）加入の医療制度
が４月から開始されました。本町では対象者が700名程度（４月１
日現在）です。

２６



沼田厚生病院
を利用して下さい！

診療日が変更となりました

内　科

外　科

午前

月 火 水 木 金
8：30～11：30 8：30～11：30 8：30～11：30 8：30～11：30 8：30～11：30

金谷院長 有里 波治 金谷院長 波治先生

午後 1：15～4：30 1：15～4：30 1：15～4：30 1：15～4：30 1：15～4：30

有里 波治 金谷院長 波治 金谷／波治先生

午前

月 火 水 木 金
8：30～11：30 8：30～11：30 8：30～11：30

休　診
浅井 旭川厚生 旭川厚生先生

午後 1：15～3：00 1：15～3：00 1：15～3：00

浅井 旭川厚生 旭川厚生先生

休　診

休　診 休　診

住　所　　雨竜郡沼田町南１条３丁目７番２号
電話番号　（０１６４）３５－２３２１

先生のご紹介

毎週火曜日に旭川医大
より浅井先生が外科の
診察をします。

【外科】浅井先生

【内科】波治
なみじ

先生４月より内科の先生として沼田へ転入

された波治武美
なみじ　たけみ

先生（63歳）。波治先生は

伊達市より沼田へ来られ、道内を中心に

総合診療を専門として診察してこられた。

趣味は読書やアウトドアだという先生。

「沼田の町並みはすっきりしていてとても

気持ちが良い場所です。夏はほたるを見

るのが楽しみです。これからは地域に密

着した診療を目指したいです。」と話して

くれた。

皮膚科　午後１：１５～４：３０まで
【５月診察日】 ５月　２日（金）・１６日（金）・３０日（金）
【６月診察日】 ６月１３日（金）・２７日（金）

※旭川厚生病院水元医師の診察

２７



明るく

沼田保育園

共成季節保育園

沼田幼稚園 22名入園

54名入園

15名入園

さくら組11名　担任　井上香奈先生

本庄　修園長　

すみれ組11名　担任　高田　歩先生

土肥昭眞園長　

中村　進園長

仲よ
く
元気よく

２８

４月１日入園式　

４月４日入園式　

４月８日入園式　

広報 ぬ ま た



中学校

高　校

教　　諭　村上　徳宏　芦別市上芦別小学校より

養護教諭　瀬戸　照代　深川市多度志中学校より

新しい先生の紹介

教　諭　赤塚　　博（担当：英語）滝川市明苑中学校より

教　諭　畠　　尚巳（担当：理科）幌加内町幌加内中学校より

教　諭　長谷川雄也（担当：保健体育）

新しい先生の紹介

小学校 31名入学

25名入学

全校生徒24名

教　諭　野田　敬子（担当：家庭）苫前商業高等学校より

教　諭　篠原紗耶香（担当：英語）教育大附属旭川小学校より

教　諭　近藤　幸雄（担当：英語）再任用

事務主任　 鈴木 嘉晃　　　　　　 室蘭聾学校

新しい先生の紹介

瀬川明廣校長　

上原主美校長　

天野校長

主体的に生きる児童の育成と特色

ある学校づくりを目指します。

あいさつ運動を展開しており、
いつも心に３つの「あ」、あん
ぜん・あいさつ・アンビシャス
を心がけ、また生徒の元気・や
る気・根気の３つの「気」を育
てていきます。

学校の閉校は決まりましたが、残

り２年をこれまで取り組んできて

いる良さや可能性を見つけ、やる

気・自身を培う教育活動を進めて

いきます。

２９

４月７日入学式

４月７日入学式　

４月８日始業式６０周年記念の年

広報 ぬ ま た



ほのぼのマーケット（横山喜代子代表）より

旭寿園、和風園、ディサービス、沼田町就業支

援センターの利用者、少年にさくら餅が無料で

提供されました。

ほのぼのマーケットは、20年も前から毎年ひ

なまつりにさくら餅を提供しており、今年は就

業支援センターの少年にもボランティアで合計

約400個のさくら餅を早朝より作って手渡されま

した。「年に一度ぐらいは何か出来ないかと思い、

心込めて作りました。いつも待ってくれている

方の顔が見たくて」。利用者や少年はおいしくい

ただいきました。

３月１２日

女性交流の活動の場レディース講座

骨盤美脚体操

３月９日 ３月３日

３月７日

町の食づくりに一躍を！

沼田町食生活改善推進員養成講座修了式

和風園で民謡発表

沼田町民謡保存会

ひなまつりにさくら餅プレゼント

ほのぼのマーケット

沼田町食生活改善推進員養成講座の修了式が

ほろしん温泉ほたる館で開催され、晴れて14名

が西田町長より修了証を受け取りました。

受講生は今年度、食生活プランなど７分野に

ついて61時間ほど学び、メタボリックシンドロ

ームをはじめとする最新の健康や栄養に関する

情報の他、沼田町の農業実態、学校給食と食育、

地区組織活動の必要性等につき、様々な講師を

招いて学習しました。

西田町長は「食に対する知識や興味を持って

もらうＰＲ活動はもとより、自分の目で確かめ

て安心・安全

な食づくりに、

皆様の力で是

非広げていた

だきたい。」と

挨拶しました。

Ｎｅｗｓ

３０

広報 ぬ ま た

ゆめっくるで女性の交流、いきがいをテーマと

して、女性限定のレディース講座「骨盤美脚体操」

を開催し17名の女性が参加しました。

講師は、日本健美操協会北海道支部の高野　里

香さんで日本独自の体操である「健美操」を二十

数年前より指導しています。

「健美操」とは健やかに美しく自分を操る力を

身につける体操で、日々のストレスに負けない力

をつける為の体操と紹介されています。

参加した女性は、「姿勢が悪い」「骨盤のゆがみ

を直したい」「肩が凝りやすい」などの悩みを持っ

た方が多く、高

野講師は参加者

の悩みを解消で

きる体操を指導

し、参加者は心

地よい汗を流し

て楽しんでいま

した。

まちのニュースは、沼田町公式ホームページで随時更新されていますので、いち早くご覧になることができます。
ホームページアドレス http://www.town.numata.hokkaido.jp

町民謡保存会（会長林恵美子　会員８名）に

よる民謡が、和風園において披露され、入所者

たちを魅了しました。

同会では、巡回の先生を招きながら日ごろ民

謡を練習しており、今回その成果の発表の場と

して同園での披露が決まりました。入所者は配

られた歌詞を見ながら全員で花笠音頭などを歌

い拍手を送り、民謡を楽しんでいました。



３月２１日

特別功労者表彰　媚山政良
こびやま まさよし

氏

町制施行60周年記念講演会

夜回り先生　水元修講演会

町制施行60周年記念講演として、「夜回り先生」

でお馴染みの水谷　修先生による講演会「～あな

たにとどけ　命のさけび～」が開かれました。

水谷先生は、子供たちが悩み苦しんで夜の世界

へ入っていくのを防ぐため、夜回りして子供たち

の生の声を聞き、正面から子供たちと向き合い、

心の病を治す手助けをしています。

講演では、町民600人が先生の話を聞き、親の

愛情がどれだけ必要か、子供たちと向き合う大切

さなど心打たれる話をしてくれました。

講演後には、

先生を慕う中学

生や高校生が集

まり「悩みがあ

ったらいつでも

連絡しなさい。」

と話していまし

た。

まちのニュースは、沼田町公式ホームページで随時更新されていますので、いち早くご覧になることができます。
ホームページアドレス http://www.town.numata.hokkaido.jp

地域ボランティア講座

「沼田のボランティアを元気にしませんか？」

３月２６日

ゆめっくるで地域ボランティア講座「沼田の

ボランティアを元気にしませんか？」が開催さ

れ、町内ボランティア「沼田っ子サポーター」

の会員や一般を含め、30名が参加しました。

講師は、北海道ボランティアコーディネータ

ー協会事務局長である馬川友和氏で、アイスブ

レイクという参加者全員で輪になって、無言で

誕生日順にならんでもらうゲームや６人１組に

なってもらい、意見を交わしました。

講演で馬川講師は、「それぞれ共通する価値

観や考え方が集まったとき、ボランティア活動

が広がっていくので、これからもぬまたっ子サ

ポーターなど地

域に根ざした活

動を展開しても

らいたい」と述

べました。

Ｎｅｗｓ

３１

広報 ぬ ま た

町制施行60周年を記念し３月21日、沼田町の町勢の振興、特に

ライスファクトリー当初の計画から現在まで本町の雪の取り組み

に大変尽力され、その顕著な功績に対し、媚山政良氏【室蘭工業

大学准教授（現教授）】に特別功労者表彰が贈呈されました。

媚山氏は町外初の受章となり、媚山氏を含め特別功労者表彰受

章者は13名となりました。

主主 なな 経経 歴歴

昭和４６年　　　　室蘭工業大学工学部第二部機械工学科 卒業
昭和５２年　　　　北海道大学工学研究科機械工学専攻 修了
昭和５１年４月～

昭和５８年３月　　室蘭工業大学工学部文部技官

昭和５８年４月～　室蘭工業大学工学部准教授

平成２０年４月～　室蘭工業大学工学部教授

沼田町における主な功績沼田町における主な功績

沼田町雪山調査事業検討委員会委員
沼田町新エネルギービジョン策定委員会委員
沼田式雪山センタープロジェクト検討委員会委員
沼田式雪山センタープロジェクト
新エネルギー地域展開モデル事業化戦略会議委員

S21.6.20生 札幌市出身　
室蘭市在住

現在の専門分野現在の専門分野
熱流体工学
利雪工学
熱原動機工学



表
彰

四
月
二
日
、
沼
田
小
学
校
で
役

場
主
婦
の
会
（
西
田
昭
子
会
長
）

が
新
一
年
生
の
た
め
に
か
え
る
の

形
を
し
た
手
作
り
の
安
全
マ
ス
コ

ッ
ト
を
、
天
野
校
長
へ
渡
さ
れ
ま

し
た
。

広報 ぬ ま た

沼
田
消
防
団
が

消
防
庁
長
官
表
彰
旗
受
賞

プ
レ
ゼ
ン
ト

３２

平
成
十
九
年
度
消
防
庁
長
官
表
彰

消
防
記
念
日
と
な
る
三
月
七
日

に
、
深
川
地
区
消
防
組
合
沼
田
消

防
団
（
団
長
　
渡
部
　
稔
）
が
、

の
表
彰
旗
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
旗
は
、
防
災
思
想
の
普
及
、

消
防
施
設
の
整
備
な
ど
災
害
の
防

御
の
対
策
実
施
に
つ
い
て
、
そ
の

成
績
が
優
秀
か
つ
、
他
の
模
範
と

認
め
ら
れ
る
消
防
機
関
に
贈
ら
れ

る
も
の
で
、
本
年
度
は
全
国
四
十

八
機
関
、
道
内
四
機
関
に
渡
さ
れ

ま
し
た
。

北
央
道
路
工
業
㈱

春
の
交
通
安
全
運
動
実
施
期
間

中
、
㈱
北
央
道
路
工
業
　
空
知
営

業
所
（
竹
内
所
長
）
の
社
員
が
毎

日
市
街
地
沿
道
で
交
通
安
全
を
呼

び
か
け
て
い
ま
し
た
。

同
社
は
毎
年
春
と
夏
の
交
通
安

全
運
動
実
施
期
間
中
、
毎
日
四
〜

五
名
に
よ
り
、
こ
ど
も
た
ち
が
学

校
へ
通
う
時
間
帯
に
会
社
で
購
入

し
た
交
通
安
全
の
の
ぼ
り
を
持

ち
、
事
故
の
無
い
よ
う
に
町
の
安

全
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

四
月
八
日
、
沼
田
小
学
校
で
防

犯
協
会
沼
田
支
部
（
堀
田
支
部
長
）

が
新
一
年
生
の
た
め
に
安
全
対
策

と
し
て
防
犯
ブ
ザ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。

四
月
八
日
、
沼
田
幼
稚
園
で
商

工
女
性
部
（
松
坂
会
長
）
が
入
園

式
後
、
か
え
る
の
形
を
し
た
手
作

り
の
安
全
マ
ス
コ
ッ
ト
を
園
児
全

員
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

街
頭
啓
発

携
帯
電
話

陸
上
自
衛
隊
沼
田
分
屯
地
の
敷

地
内
に
お
い
て
、
エ
ヌ
・
テ
ィ
・

テ
ィ
ド
コ
モ
の
電
波
が
通
じ
づ
ら

い
状
況
で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の

ほ
ど
鉄
塔
が
設
置
さ
れ
、
施
設
内

で
も
快
適
に
通
話
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
町
で
は
、
携
帯
電
話

の
電
波
が
届
か
な
い
地
域
の
要
望

を
住
民
の
皆
様
か
ら
聞
き
取
り
、

各
電
話
事
業
者
へ
電
波
状
況
の
改

善
を
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

平
木
恵
子
さ
ん
が

歯
に
良
い
料
理
の

コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞

北
海
道
と
東
北
三
県（
青
森
県
、

秋
田
県
、
岩
手
県
）
主
催
に
よ
る

海
藻
類
や
豆
類
を
食
材
に
含
め
た

歯
に
良
い
料
理
を
募
集
し
た
コ
ン

ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
、
南
町
の
平

木
恵
子
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

入
賞
し
た
食
改
の
会
員
で
も
あ

る
平
木
さ
ん
は
、「
家
庭
で
手
頃

に
入
る
食
材
で
噛
み
応
え
が
良

く
、
皆
が
食
べ
や
す
い
料
理
を
考

え
ま
し
た
。」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

※
四
十
四
ペ
ー
ジ
で
今
回
入
賞
さ

れ
ま
し
た
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
て
お

り
ま
す
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北海道補給処沼田弾薬支

処長兼沼田分屯地司令

藤井
ふ じ い

博之
ひ ろ ゆ き

の
頃
）、
夜
高
あ
ん
ど
ん
祭
り
に

携
わ
っ
た
頃
か
ら
、
見
る
こ
と
よ

り
参
加
す
る
こ
と
が
好
き
で
、
今

年
の
夜
高
あ
ん
ど
ん
祭
り
は
楽
し

み
に
し
て
お
り
、
盛
大
に
な
る
よ

う
自
分
も
が
ん
ば
り
た
い
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
は
ゴ
ル
フ
に
初
挑
戦
す
る

と
も
伺
い
ま
し
た
。「
事
故
な
く

皆
（
隊
員
）
が
元
気
で
い
ら
れ
る

よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
」。

妻
と
子
供
三
人
で
現
在
は
単
身

赴
任
。
そ
の
た
め
休
日
は
な
る
べ

く
家
に
帰
っ
て
家
族
サ
ー
ビ
ス
に

専
念
す
る
そ
う
で
す
。

趣
味
は
ス
キ
ー

藤
井
司
令
は
、
平
成
二
年
か
ら

平
成
五
年
ま
で
、
技
術
科
長
と
し

て
沼
田
弾
薬
支
処
に
勤
務
し
て
お

り
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
三
日

付
で
司
令
と
し
て
着
任
さ
れ
ま
し

た
。
本
町
で
過
ご
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
沼
田
に
愛
着
の
あ
る
藤

井
司
令
は
、「
街
並
み
が
ず
い
ぶ

ん
変
わ
り
ま
し
た
ね
。
特
に
新
し

い
団
地
が
増
え
ま
し
た
ね
」。
と

駅
前
を
中
心
に
ど
ん
ど
ん
街
が
様

変
わ
り
し
た
様
子
に
驚
い
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
夜
高
あ
ん
ど
ん
祭
り
に

参
加
す
る
こ
と
が
大
好
き
だ
と
い

う
藤
井
司
令
は
「
昔
（
平
成
二
年

愛着ある沼田町に

S33.7.8生

ComeBack!

北海道旭川方面

沼田警察署長

野口
の ぐ ち

博二
ひ ろ じ

来
な
い
そ
う
で
、
今
年
は
野
菜
づ

く
り
に
挑
戦
す
る
そ
う
で
す
。

最
後
に
野
口
署
長
か
ら
、「
犯

罪
は
い
つ
、
ど
こ
で
、
何
が
起
き

て
も
お
か
し
く
な
い
時
代
を
迎
え

て
い
ま
す
。
事
件
が
あ
れ
ば
す
ば

や
く
対
処
し
、
犯
人
の
確
保
に
努

め
た
い
。
町
民
の
皆
さ
ま
が
安

心
・
安
全
の
た
め
に
警
察
の
立
場

か
ら
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
含
め
て
お

力
に
な
り
た
い
。」
と
今
後
の
抱

負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

妻
と
子
供
二
人
の
四
人
家
族

野
口
署
長
は
、
三
月
十
四
日
付

け
で
前
任
の
旭
川
方
面
本
部
生
活

安
全
課
長
か
ら
沼
田
警
察
署
長
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。
沼
田
警
察
署

に
は
十
六
箇
所
目
の
勤
務
地
で
、

沼
田
の
印
象
を
伺
う
と
「
空
気
が

き
れ
い
で
、
自
然
が
美
し
い
町
」。

毎
朝
町
内
を
歩
い
て
い
る
と
い

う
野
口
署
長
は
、「
町
を
歩
い
て

い
る
と
町
民
の
皆
さ
ま
が
挨
拶

し
、
話
し
か
け
て
く
れ
ま
す
。
子

供
た
も
挨
拶
が
き
ち
ん
と
出
来
、

町
全
体
が
子
供
た
ち
を
大
事
に
見

守
っ
て
い
る
感
じ
を
受
け
ま
し

た
」。
趣
味
は
釣
り
で
あ
る
が
仕

事
上
、
な
か
な
か
行
く
こ
と
が
出

町の安心・安全を守る

S25.1.17生



吉田好宏氏の略歴

■学　　　歴　　

昭和２７年３月　　　沼田高等学校卒業

■公　職　歴　
自　昭和５０年１０月　１日　沼田町公平委員会委員
至　昭和５６年　７月　９日

自　昭和５２年　９月２７日　沼田町行財政審議会委員
至　昭和５４年　８月

自　昭和５６年　７月２０日　沼田町農業委員会委員
至　平成　５年　７月１９日

自　昭和６２年　７月２０日　沼田町農業委員会会長代理
至　平成　５年　７月１９日

自　昭和６２年１０月　１日　沼田町国保運営協議会委員
至　平成１１年　６月３０日

自　平成　３年　５月　１日　沼田町議会議員（４期１６年）
至　平成１９年　４月３０日

自　平成１１年　５月１１日　沼田町議会議長
至　平成１５年　４月３０日

自　平成１１年　５月１１日　北空知広域水道企業団議会議長
至　平成１５年　４月３０日

自　平成１５年　５月　８日　沼田町議会議長
至　平成１９年　４月３０日

自　平成１５年　５月　８日　北空知広域水道企業団議会議長
至　平成１９年　４月３０日

■表　彰　歴

平成１１年１１月　空知町村議会議長会表彰（議員８年）

平成１５年１１月　空知町村議会議長会表彰（議長４年）

平成１８年６月　　北海道町村議会議長会表彰（議長７年）

平成１８年６月　　北海道町村議会議長会表彰（議員１５年）

平成１９年２月　　全国町村議会議長会表彰（議長７年）

平成１９年２月　　全国町村議会議長会表彰（議員１５年）

平成１９年２月　　全国石炭町村議会議長会表彰（議長７年）

本　籍　　　　北海道雨竜郡沼田町字高穂３３番地

現住所　　　　北海道雨竜郡沼田町字高穂３３番地

生年月日　　　昭和７年５月２日

名誉町民章受章名誉町民章受章

吉田 好宏

議会議長として
町政発展に寄与

二
月
二
十
日
、
町
議
会
の
同
意
を
受
け
、

三
月
十
一
日
に
前
町
議
会
議
長
の
吉
田
好
宏

さ
ん
（
七
十
五
歳
）
と
前
北
い
ぶ
き
農
協
組

合
長
の
岡
田
靜
夫
さ
ん
（
七
十
三
歳
）
に
沼

田
町
名
誉
町
民
の
称
号
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

本
町
の
行
政
、
社
会
、
文
化
な
ど
振
興
に

寄
与
し
、
そ
の
功
績
が
特
に
顕
著
で
あ
り
、

か
つ
町
民
に
広
く
郷
土
の
誇
り
と
し
て
、
深

く
尊
敬
に
値
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
町
民

に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

名
誉
町
民
の
称
号
を
贈
呈
さ
れ
た
の
は
、

両
氏
を
含
め
九
名
と
な
り
ま
し
た
。
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岡田靜夫氏の略歴

■学　　　歴

昭和２８年３月　　　北海道立深川西高等学校卒業

■公　職　歴
自　昭和５７年　７月２０日　沼田町農業委員会委員
至　平成　８年　７月１９日

自　昭和５７年　３月１７日　沼田町農業協同組合専務理事
至　平成　５年　９月

自　昭和５８年　７月１５日　沼田町行財政審議会委員
至　昭和６０年　７月１４日

自　平成　２年　９月　１日　沼田町活性化推進協議会委員
至　平成　３年　３月３１日

自　平成　５年　９月　５日　沼田町農業協同組合代表理事組合長
至　平成１５年　１月３１日

自　平成　６年　５月２７日　北海道共済農業協同組合連合会理事
至　平成１１年　６月２９日

自　平成　８年　５月３０日　空知農業協同組合連合会理事
至　平成１２年　２月

自　平成１０年　５月１２日　北空知農業共済組合組合長
至　平成１３年　５月

自　平成１２月　３月２０日　北海道土地改良連合会空知支部理事
至　平成１３年　６月

自　平成１３年　６月２０日　北海道信用農業協同組合連合会理事
至　平成１４年　６月１８日

自　平成１５年　２月　１日　北いぶき農業協同組合代表理事組合長
至　平成１９年　４月２５日

自　平成１５年　２月　１日　北空知広域農業協同組合連合会会長
至　平成１９年　５月２９日

自　昭和１７年　６月　 空知農業協同組合連合会会長
至　平成１９年　４月

自　平成１７年　６月２２日　北海道農業協同組合中央会理事
至　平成１９年　４月

■表　彰　歴

平成　６年９月　沼田町産業功労者表彰

平成１０年３月　北海道農業協同組合功労者（農協役員）表彰

平成１２年５月　全国農業共済協会長表彰（役員表彰）

平成１９年３月　全国農協功労者緑綬表彰

平成２０年２月　北海道産業貢献賞（農業団体等功労者）

本　籍　　　 北海道雨竜郡沼田町字更新１６４番地

現住所　　　 北海道雨竜郡沼田町字更新２１２８番地

生年月日　　 昭和９年７月１１日

岡田 靜夫

農協組合長として
農業全般に寄与

ま
た
、
両
氏
は
「
厳
し
い
時
代
を
迎
え
る
中
で
、

沼
田
町
の
発
展
、
そ
し
て
将
来
の
子
供
た
ち
に
引

き
継
ぐ
べ
き
、
私
た
ち
の
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
吉
田
さ
ん
が

三
百
万
円
、
岡
田
さ
ん
が
百
万
円
（
沼
田
町
農
業

協
同
組
合
、
北
い
ぶ
き
農
協
組
合
長
を
退
職
の
際

に
も
合
せ
て
四
百
万
円
を
町
へ
寄
附
）
を
そ
れ
ぞ

れ
町
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

西
田
町
長
は
「
お
二
方
に
は
、
こ
れ
ま
で
町
に

対
し
て
多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に

心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。
町
の
振
興
発
展
の
た
め
に

有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
感
謝
と
お

礼
を
述
べ
ま
し
た
。

四
月
八
日
に
は
、
祝
賀
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、

町
関
係
者
ら
約
百
五
十
名
が
出
席
し
、
両
氏
の
名

誉
町
民
受
章
を
祝
福
し
ま
し
た
。
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生涯
学習

ゆ
め
っ
く
る
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５・６月の行事予定
《５月》
１０日（土） ジュニア化石クラブ　

（化石館）
１６日（金） アロマ講座
１７日（土） スポーツ教室
１８日（日） 春の山野草観察
２１日（水） キッズクラブ②
２８日（水） おはなしキラキラ②
２９日（木） おはなしフワフワ②

《６月》
１日（日） おはようラジオ体操

（～10/13）
本を読もうよキャンペーン

（～10/31）

化化石石体体験験館館
７月

迫迫力力のの大大型型模模型型がが

登登場場！！

これまで化石館に展示していたプロトミンククジラ等に加え、新たにクビナ
ガリュウ（中央上）やモササウルス（左下）の大型骨格模型も展示

七
月
、
沼
田
町
化
石
館
が
変
わ
り

ま
す
。
ほ
た
る
館
向
か
い
の
「
ほ
た

る
の
里
陶
芸
館
」
を
「
化
石
体
験
館
」

と
し
て
改
修
し
、
こ
れ
ま
で
化
石
館

で
行
な
っ
て
き
た
展
示
や
体
験
事
業

を
行
な
い
ま
す
。

館
内
に
は
、
新
た
に
迫
力
の
ク
ビ

ナ
ガ
リ
ュ
ウ
（
全
長
十
二
�
）
と
、

モ
サ
サ
ウ
ル
ス
（
全
長
五
�
）
の
大

型
骨
格
模
型
の
展
示
や
、
簡
単
な
操

作
で
沼
田
町
の
化
石
の
全
て
が
分
か

る
大
画
面
映
像
展
示
シ
ス
テ
ム
に
加

え
、
太
古
の
時
代
を
忠
実
に
再
現
し

た
ミ
ニ
ジ
オ
ラ
マ
を
設
置
し
、
遠
い

過
去
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
町
内
で
発
見
さ

れ
新
種
に
認
定
さ
れ
た
ヌ
マ
タ
ネ
ズ

ミ
イ
ル
カ
の
骨
格
模
型
を
は
じ
め
と

す
る
、
数
多
く
の
町
内
発
掘
の
化
石

等
を
展
示
し
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
ま
で
に
は
、
ま
だ
期
間

が
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
皆
さ
ま
の

ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
オ
ー
プ
ン
日
程
等
に
つ
い

て
は
「
広
報
ぬ
ま
た
」「
広
報
お
知

ら
せ
版
」等
で
お
伝
え
し
ま
す
の
で
、

今
し
ば
ら
く
お
待
ち
下
さ
い
。

太
古
の
沼
田

今
、
こ
こ
に
現
る
。

オープン！

施施設設のの愛愛称称募募集集中中！！



お母さんのひとり言･･･
子供は数々の喜びや感動を運ん

できてくれます。だから親って

何でも頑張れちゃうのかもしれ

ません！！

これからたくさんの人と出会っ

て、色々な人の優しさに触れて、

たくましく育ってほしいと願っ

ています。

そして親自身も子供と共に成長

していけたらと思ってます。今

はとにかく何でも一緒に楽しむ

ようにしています。

今月は緑ヶ丘の中村宗寛さん・真澄さんのお子さ

んをご紹介します！

≪一般書≫
婚約のあとで 阿川　佐和子
裁判員制度 芦辺　拓
深泥丘奇談 綾辻　行人
死写室 霞　流一
日月めぐる 諸田　玲子
ジバク 山田　宗樹
いつから、中年？ 酒井　順子
人生学校虎の巻　続 美輪　明宏

≪児童書≫
ドラえもんのびっくりクイズ世界の国ぐに　

藤子・Ｆ・不二雄
デモナータ　６ ダレン・シャンカ
カオ８０％の 夏永井するみ
日本の祭り事典 芳賀　日出男
谷亮子物語 本郷　陽二

≪絵本≫
ヒメちゃん 荒井　良二
なわとびしましょ 長谷川　義史
さるじぞう いもと　ようこ
飼育係長 よしなが　こうたく
またあえるよね こみね　ゆら
デッカイノがやってきた 高岡　洋介

25年前、父の虐待に
ふるえた少年は、ア
ングラ劇団員を経
て、社会からはみ出
した子どもと一緒に
歩み始めた。非行・
不登校・ハンディキ
ャップ…。標高1200
ｍの山中にある、ど
んな生徒も拒まない
｢最後の学校｣。自ら
も社会からはみ出し
た教師が、居場所を

２泊３日、毛布付
き。我が家にレン
タル猫がやってき
た。リストラされ
た父親が家族にさ
さやかな夢として
猫をかりてきた。
｢我が家の夢のブ
ランケット・キャ
ット｣など、いま
を生きる孤独と救
済を描いた、猫と
人の物語・全７編

『ブランケット・キ

ャッツ』重松　清

『リストカット少年、

教師になる』

大垣俊輔

沼田町教育委員会　電話 ３５－２１３２　URL http://www.town.numata.hokkaido.jp/kyoiku/

子育て相談電話 35-1912

３７
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Q.最近はまっていることは？

建設作業車のミニカーに、おはじきを乗せて

遊ぶ

Q.好きな食べ物・飲み物は？

牛乳、きのこ類、フライドポテト

Q.嫌いな食べ物は？

野菜（ピーマンなど）

Q.ここがこだわり！

車の絵のついた服を着る事

Q.今チャレンジしていることは？

苦手な野菜を少しづつ食べる

Q.最近こんな事困ってます。

自分より小さい子に優しくできない

Q.これだけは守らせてる家のルール

自分で出した物は、自分で片付ける

有紀也（ゆきや）くん　３歳

１日の簡単なスケジュール

はじめまして

図書館司書です！

４月１日から、沼田町図書
館司書となりました菊池詩
織（きくち　しおり）です。
沼田町の皆さんに、もっと
本に親しんでもらえるよう
な図書館にしていきたいと
考えています。
精一杯、頑張りますのでよ
ろしくお願いします。

なくした子どもたち
の閉ざされた心に、
いかにして向き合っ
てきたか…

田んぼやその周辺の
水路、ため池、道ば
た、畑、林などで出
合う動物や植物約
440種類を写真とイ
ラストで紹介。その
面白い生態や田んぼ
との豊かな関係につ
いて解説する。資料
編として、田んぼと
楽しく付き合う心構
えや生きものの調査
の方法なども紹介す
る。

『田んぼの生きものおも

しろ図鑑』



消
報
深川地区消防組合

沼田支署

℡ 35-2050

沼田警察署では期間中次の行事を実施します

①期間中夜九時にサイレン吹鳴

②防火対象物の立入検査

③揚水訓練

④各種学校や事業所等での避難訓練の実施

⑤住宅火災警報器の普及促進

⑥防火パレード（二十四日）

⑦夜間車両巡回

全道春の火災予防運

動を実施中

４月２０日～３０日

まで

ガ
ソ
リ
ン
を
含
む
各
種
燃
料

は
私
た
ち
の
生
活
に
深
く
関
わ

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
取
り
扱

い
を
誤
る
こ
と
で
、
火
災
の
原

因
や
被
害
の
拡
大
に
つ
な
が
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ガ
ソ
リ
ン
は
引
火
点
が
マ
イ

ナ
ス
四
十
度
程
度
で
も
火
災
の

発
生
が
極
め
て
高
い
物
質
で
す
。

灯
油
用
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

に
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
る
こ
と
は

極
め
て
危
険
で
す
し
、
消
防
法

に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

絶対ダメ！
ガソリンの

一般家庭の保管

３８

広報 ぬ ま た

絶対ダメ！
ゴミ焼却

付けてまか？

住宅用火災警報器

問い合わせ先：沼田支署各担当係まで

平
成
十
三
年
四
月
か
ら
、
野

外
で
の
ゴ
ミ
や
廃
棄
物
の
焼
却

に
は
厳
し
い
罰
則
が
適
用
さ
れ

て
い
ま
す
。（
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
）

野
外
焼
却
は
、
煙
、
す
す
、
悪

臭
に
よ
り
周
囲
の
人
に
迷
惑
を

か
け
る
だ
け
で
な
く
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
、
塩
化
水
素
な
ど
の
有

害
物
質
発
生
や
火
災
の
原
因
に

も
な
り
ま
す
の
で
行
な
わ
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ゴ
ミ
は

分
別
方
法
に
従
い
適
切
に
分
別

を
し
て
指
定
の
方
法
に
よ
り
出

し
ま
し
ょ
う
。

家族を守る家族を守る防火防火ルール！ルール！

その１　コンロの上にふきんなどを干さない！
その２　コンロのまわりに燃えやすい物は置かない！
その３　コンロの使用中は絶対にそばを離れない！
その４　古くなったガスホースは使わない！
その５　コンロは壁から離しておく！
その６　天ぷら油の凝固剤を使うときはそばを離れない！
その７　換気扇や壁などは、こまめに掃除する！

７ケ条７ケ条組合管内火災発生件数

（H.20. 1/1 ～ 3/31）

沼田町　　　０件
深川市　　　１件
妹背牛町　　０件
秩父別町　　０件
北竜町　　　１件
幌加内町　　２件

住
宅
用
火
災
警
報
器

っ
て
何
？

家
庭
内
で
の
火
災
の
発
生
を

い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
、
警
報

ブ
ザ
ー
や
音
声
に
よ
っ
て
知
ら

せ
る
装
置
で
す
。
昨
年
八
月
、

留
萌
市
に
お
い
て
、
子
ど
も
の

火
遊
び
に
よ
り
火
災
が
発
生
し

ま
し
た
が
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
発
報
に
よ
り
父
親
が
気
づ

き
布
団
一
組
を
焼
損
し
た
程
度

で
大
事
に
至
ら
な
か
っ
た
事
例

も
発
生
し
て
い
ま
す
。

火
災

に
よ
る
被
害
か
ら
身
を
守
る
た

め
に
も
早
期
に
設
置
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
取
り

付
け
た
と
き
は
消
防
署
に
届
出

を
忘
れ
ず
し
て
く
だ
さ
い
。

～コンロ編～～コンロ編～



３９

広報 ぬ ま た

協働によるまちづくり

まちづくり
通信

沼田町自治振興協議会

沼田町自治振興協議会では
「元気で、安心、安全なまちづくり」を目標に掲げ、

次のような事業を展開していきます！

ごみポイ捨て禁止看板・
のぼりの設置

町内主要道路脇に、ごみ捨て禁止看板の設
置や新たにのぼりを作成し、「きれいなまち」
づくりにご協力願います。

１

作ろう！
自主防災組織

災害が発生してから、情報の収集・伝達、
火災発生時の初期消火、避難誘導までを自主
防災組織が迅速かつ組織的に行い、地域の住
民を安全に避難させることを目標とします。
協議会では町内
会・行政区単位
の自主防災組織
の結成に向け、
町民の皆様に協
力を求めていき
ます。

２
まちづくりについて
意見・要望を！

行政やまちづくりに対する町民皆様か
らの意見・要望を取りまとめ、行政へ回
答を求めます。町民皆様の貴重な意見等
を積極的に聞かせてください。

３

地域の活性化を自ら
進めよう！

町内会やボランティア団体等が、地域
の問題を解決するために行う事業や地域
の交流事業に対し、助成を行います。
各町内会長等に事業の説明会を実施

し、より多く
の町民による
地域を活性化
させるための
事業を推進し
ていきます。

４

平成20年次の新規事業に加え、既存事業の春の
空き缶拾いやグリーンルーラルぬまたについても
継続的に行っていきます。また、沼田町を明るく
するため、「あいさつ運動」の実施も検討中です。

○　大切な自転車やオートバイを盗難被害から守るために
・丈夫な鍵を取り付け、確実に鍵をかけましょう。
・オートバイには、ハンドルロックをしましょう。
○　万が一被害にあったときの早期発見のために
・防犯登録の手続きをすることが大切です。
・防犯登録の手続きは、指定された販売店で行っています。
・登録すると、登録番号や車体番号から持ち主が分かりますので、
被害回復の可能性が非常に高くなります。

・自転車の防犯登録は、法律で義務付けられていますので、登録

していない方は、すぐに登録しましょう。

自転車・オートバイの盗難被害の防止と

防犯登録の促進
～自転車には　丈夫な鍵と登録を～
～オートバイには　
ハンドルロックとグッドライダー登録を～

沼田警察署

あんぜん広場
電話　３５-３１１０

防犯登録を！

登録費用

自転車

５００円で１０年間

オートバイ

１,０００円で７年間

登録されます。
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４

特定健診・保健指導

４０

【何が変わるの？】
老人保健法から高齢者医療

確保法と健康増進法に基づき、
医療保険者つまり国保保険者
が一部保険料を活用し用意（義

務）することになります。

国　保
加入者
【なぜ変わるの？】
沼田町国保医療費の７割
は、糖尿病等の生活習慣病の
治療で占めています。生活習
慣病の多くは内臓脂肪型肥満

に起因していることが多いた

め、従来の健診からメタボリ

ックシンドロームの概念に基

づいた特定健診・保健指導に
変わります。

国保以外の
医療保険加入者は…

平成２０年度から各医療保険者で健診
を準備することが義務になりますので、
４月１日時点でご加入の医療保険者にご
確認下さい。

【対象者】

７５歳以上の方で生活習慣病(糖尿病・脂質異常症・高血圧)の治療を受けていない方　
【日　時】７～１２月　のうち日にち設定　

【場　所】沼田厚生病院
【内　容】問診、身体・血圧測定、診察、血液化学検査、血糖検査、肝機能検査、尿検査　

【料　金】６００円

【周知申込】４月中頃にご案内しますので、ご確認の上必ず返信して下さい。
後日健診日等をご案内します。

歳以上
の方は…

【仕組み】上記特定健診の開始に伴い、後期高齢者医療制度の中で健診を用意することに
なります。なお、実施主体である北海道広域連合から委託を受け沼田町が実施することに
なります。

循
環
器
検
診↑

後期高齢者健診

介護予防
健診

65歳以上の方を対象に、介護予防のための健診も実施します。４月
中頃送付する「基本チェックリスト」から選定しますので必ず返信
してください。
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４

４１

【何か変わるの？】
医療制度改正に伴い、老人保健

法から健康増進法に基づいた検診と

なりますが、従来どおり、沼田町民

の皆様を対象に受診していただける

よう検診をご用意します。

【こんなことに注意!!】
がん検診は、がんの早期発見・早

期治療を目的に実施していますが、要
精密検査と判定されても受診を先延ば

し、もしくは受診しない方がおります。検診が
途中で終わっていることになりますので、要精
密検査時は必ず専門病院を受診下さいますよう
お願いします。

がん
検診

肝炎
検査

【肝炎検査とは？】
厚生労働省の肝炎対策の一貫として、平成１４年度より町の循環器検
診に併せ任意で実施してきました。老人保健法から健康増進法に基づい
た検査に変わりますが、引き続き対象者の皆様が受診していただけるよ
う検査をご用意します。

【対象者】
今年度４０歳になる方　過去に肝炎検査を受診したことがない４１～７４歳の方　　

【料　金】 無　料

【
内
　
容
】

くわしい健診内容は、後日全世帯に配布する健診申込書等でご確認下さい。今年度大きく健診が変わり
ますので、ご不明な点がありましたらお気軽にお問い合わせ下さい。

住民生活課　健康福祉グループ　保健指導班　　３５－２１２０
（他に特定健診と後期高齢者健診は［総合窓口グループ］、介護予防健診は［地域包括支援センター］で
応対します）

が
ん
検
診
・
肝
炎
検
診↓

健康
第一



沼田牛最高の評価

全国で最優秀賞受賞

町では「新規就農者」や、農業経営に「新たな作物等の導入」を検討している方を対象にし

た実習農場を開設しました。

実習農場では、「肉牛の肥育」・「しいたけの栽培」・「施設園芸

作物」などの実習を計画しており、現在（冬期間）は「肉牛の肥育」

と「しいたけの栽培」を実習することができます。

複合経営を検討している方や、肉牛の肥育・しいたけ栽培に興味

や関心のある方はご連絡願います。

なお、１ヶ月以上の実習を希望する方については、若干ですが実習

日当をお支払いしますので、内容等の詳細ほか、見学・体験を含めてお気軽にご連絡願います。

■お問い合わせ先　農業振興課　電話３５－２１１４

就農支援実習農場では
実習生を受付けています！

沼田町五カ山牧場で肥育されている黒毛の和牛が３月22日、東京食肉市場で開催されました、
第11回「名人会」肉用牛枝肉研究会で全国33頭の内最高となる最優秀賞を受賞しました。
五カ山牧場では約70頭の黒毛和牛が飼われており、平成14年頃から肉質の向上に努めており、

餌の与え方の時期、ビタミンコントロールなど霜の降り方に影響が出ると呼ばれることに気をつ
け肥育してきました。その成果が実り、ここ数年で
最高級の格付を表すＡ５級の肉牛が毎年数頭出るよ
うになりました。
今回出展した牛33頭は上物と呼ばれるＡＢ４～Ａ

Ｂ５級の肉牛が97％を占め、その中で最高の賞を獲
れたことで今後の沼田の牛の評価も変わります。
町では、五カ山牧場の他、就農支援実習農場でも

現在40頭肥育している肉牛に、今後も上物が多数出
ることに期待しています。

町では新たな作物や技術の導入により、農業経営の高度化を図るために要する事業費の一部を支援します。

①新規作物等導入支援事業
自らが取り組んだことがない作物栽培に必要な経費の一部を支援します。

補助率１／２以内　補助限度額５０万円

②畜産育成牛導入支援事業
畜産との複合化を図るために必要な経費の一部を支援します。

補助率８割以内　補助限度額：牛舎新築１６０万円・牛舎改築８０万円・

育成牛４４万円（限度頭数９頭）

③雪中ブランドづくり支援事業
農産物等の製造・貯蔵に雪冷熱利用を図るため必要な経費の一部を支援します。

補助率８割以内　補助限度額４０万円

４２

新時代農業経営高度化支援事業
～新たな農業経営の第一歩のために支援します～

広報 ぬ ま た
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ろ

本町の過疎化防止対策として、活力と潤いのあるだれもが定住を希望するまちづくりを目的に定めら
れた定住促進条例に基づき、平成１９年度は以下の方々に奨励金が交付されました。

■移住及び定住の促進に関する条例に基づく
平成１９年度『持ち家住宅奨励金』制度　実績

○小玉好紀さん　（沼田町本通６丁目４番７２号）

○�橋俊彦さん　（沼田町南１条４丁目７番１９号）

○小野垣貴大さん（沼田町旭町２丁目３番３５号）

○瀧本周三さん　（沼田町本通６丁目４番５５号）

■中心市街地の活性化に関する条例に基づく
平成１９年度『店舗取得等奨励金』 実績

○川合康子さん　（沼田町旭町３丁目３番３０号）

沼田で暮らす人へ…沼田で暮らす人へ…

住宅取得等
奨励金交付

明日萌の里・ほたるの里
歩くスキーの集い３０３０

３３／／

３５０人が晴天の中、今シーズン最後
の滑りを楽しみました。

加葉田心花さんより寄贈されたきれいな造
花は２階に展示しております。

クリオネ５匹がほたる館の仲間として登
場！是非見に来てね！

４３

まちおこしや個性豊かな取り組みを支援します
①地域の活性化に関する事業に支援します！総事業費の２分の１以内限度額30万円
１　イベントに開催に関すること…地域の特色生かしたイベントに
２　人材育成に関すること…研究、視察等を実施し自らがコーディネーターとなりえる事業
３　伝統・文化の保存に関することなど…郷土芸能等伝統・文化を後世に継承してゆく事業

②産業の活性化に関する事業に支援します！
１　商品等開発支援…新製品や新技術の開発支援　 総事業費２分の１以内　限度額　５０万円
２　販路開拓支援…新製品の販路開拓の支援　　　 総事業費２分の１以内　限度額　３０万円
３　経営高度支援…商工業者の経営安定のための新規事業等に要する費用を支援

総事業費２分の１以内　限度額　５０万円
４　起業化支援…新たに法人になる者への支援　　 総事業費10分の９以内　限度額１００万円

※興味のある方、もっと詳しくお聞きしたい方は、役場地域開発課（℡35-2112）まで
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人口3,859人（前月比▲50人）
（男　1,820人・女　2,039人）

65歳以上1,287人（高齢者率33.4％）

世帯 1,648戸（前月比▲28世帯）
○総人口増減内訳（３月の人口の動き）

増加…転入：14人　出生：２人

減少…転出：73人　死亡：３人

（平成20年４月1日現在）

人の動き
氏　　名　　 月　日 年齢　住　所

小田　フジさん　３月 19日 90歳　緑ヶ丘

上林　　昭さん　４月　2日 81歳　本通３

酒井ミドリさん　４月　4日 83歳　北竜３

おくやみ
交通事故死ゼロ

3199日
（平成20年４月1日現在）

次回の広報６月号は、６月１２日発行予定です。

町内の医療機関を守るため　沼田厚生病院を利用しましょう

今月号の赤ちゃんです。
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今月のレシピ

栄養価栄養価（（１／４人分１／４人分））
エネルギーエネルギー 314cal314cal
タンパク質タンパク質 14.2g14.2g
脂質脂質 12.0g12.0g
カルシウムカルシウム 204mg204mg
鉄分鉄分 1.2mg1.2mg
塩分塩分 2.2g2.2g

…必要な材料（４人分）…
【材料】
じゃが芋 ……大４個
ゆで大豆………５０g
豚挽き肉………５０g
玉ねぎ ………中１個
しめじ ……１／２pc
人参 ………１㎝程度
植物油………大さじ1
水 …………２００cc
固形コンソメ……1個

★ ワンポイント ★
・市販のミートソースで代用可能です。

ほくほくじゃがとコロコロ
お豆のミートソース焼き

★ケチャップ …大さじ３
★ウスターソース…大さじ１
★砂糖 …………小さじ１
★酒 ……………大さじ１
★コショウ……小さじ0.5
溶ろけるチーズ …８０g
パン粉 …………大さじ２
パセリ …………大さじ１
牛乳 ……………２００cc
バター ………………適量

Bistro
ビストロ

ＮＯ．５

【作り方】
①じゃが芋は5㎜厚さの輪切りにして水に
さらし、固めに茹でる。他の野菜は全
てみじん切りにする。

②フライパンに油を熱して挽き肉と大豆

を炒め、肉の色が変わったら野菜を加

えてしんなりするまで炒めて水を加え

る。ここに★の調味料も加えてトロリ

とするまで煮詰める。
③耐熱容器にバターを塗り①の芋を1枚ず
つ２層に敷き詰め、②のミートソース
を薄く広げる。さらに芋をのせて広げ
て残りのミートソースをかける。
④ ③の上に溶ろけるチーズ散らしてパン
粉をふり、具の高さの半分ほどまで牛
乳を注ぎ、200℃のオーブンで20分ほど
焼き(表面に焦げ目がつく程度)、仕上げ
にパセリのみじん切りを散らす。






